
備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
人
骨
報
告

欝
皐
博
士

清

野

議

次

第

部

人
骨
の
出
土
状
態
に
就
て

第

目

次

緒
言
及
骨
憾
の
観
察
か
基
礎
さ
ぜ
る
日
本
原
住
民
族
研
究
に
闘
す
る

余
が
橡
定
計
禽

第
二
津
雲
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
獄
態

(

1

)

肉
土
地
屠
及
埋
葬
時
代
に
関
す
る
考
按

〈

2
)棺
又
は
榔
の
存
否
。
置
石
及
鰭
火
に
関
す
る
考
説

(

3

)

人
骨
附
属
濯
物

(
4
〉
人
骨
各
部
の
相
互
的
位
置
及
域
葬
方
位

第

緒

言

及

骨

飴

の

観

察

を

基

礎

ご

せ

る

日

本

原

住

民
族
研
究
に
関
す
る
余
い
ず
改
定
計
書

日
本
先
史
民
族
の
何
者
な
る
や
じ
就
き
て
の
研
究
は
、
著
し
く
複
雑
難
解
さ
な
れ
り
。
こ
れ
近
年
各
地
よ
り

先

史

民

族

の

骨

酪

が

績

々

登

掘

せ

ら

る

、

仁

よ

り

、

人

種

問

題

じ

開

し

復

た

昔

時

の

漠

然

た

る

考

按

を

許

さ

ぎ
る
た
め
、
及
従
来
周
知
の
曲
線
紋
様
土
器
及
蹴
部
土
器
以
外
、
夏
ら
仁
鋪
生
式
土
器
の
接
見
あ

b
。
然
も
後
者

が
前
記
南
種
土
器
さ
或
開
係
あ
る
じ
拘
ら
子
、
此
開
係
を
如
何
じ
解
稗
す
ぺ
き
や
、
未
だ
決
定
せ
ら
れ
ざ
れ
ば

11. 



緒
言
及
骨
慌
た
基
礎
之
ぜ
る
日
本
原
住
民
族
研
究
環
定
計
審

。

な

り
。而

し

て

骨

髄

の

研

究

は

遺

物

の

研

究

さ

並

行

す

る

を

要

す

。

断

定

は

雨

者

研

究

の

合

一

駄

じ

在

ら

ざ

る

可

か

ら

子

。

然

も

今

日

じ

於

て

之

れ

を

試

み

ん

ざ

す

れ

ば

、

余

等

総

て

の

鈷

仁

於

て

材

料

の

甚

に

し

く

不

足

せ

る
を
戚
ゃ
.

骨

幣

を

主

ざ

し

て

立

論

の

材

料

を

蒐

集

す

る

に

は

、

成

る

可

く

全

国

各

地

仁

亘

り

、

且

出

来

得

る

限

り

多

数

の
人
骨
を
採
集
す
る
を
要
す
語
干
に
一
地
方
仁
於
け
る
'観

察

を

基

礎

さ

し

て

、

全

国

仁

亙

れ

る

人

種

論

を

樹

立

す

る

は

甚

だ

危

険

な

る

も

の

な

り

。

又

少

数

の

材

料

じ

就

き

て

人

種

を

決

定

す

る

こ

さ

は

断

じ

て

正

確

に

非

ち
ゃ
。
さ
れ
ど
之
れ
を
完
成
す
る
に
は
、
多
大
の
費
用
さ
長
年
月
さ
を
費
さ
ざ
る
可
か
ら
十
。
現
下
余
の
境
遇
仁

於
て
執
り
得
る
最
良
の
方
法
は
、
恐
ら
く
究
の
如
き
も
の
な
る
可
し
。

出

来

得

る

限

h
完

備

せ

し

方

法

に

て

遺

跡

を

費

掘

し

.

造

物

及

出

土

航

態

を

記

録

す

る

こ

さ

は

第

一

仁

必

要

な

り

。

而

て

考

古

皐

者

じ

非

ら

ざ

る

吾

人

が

不

足

勝

も

な

る

時

閉

じ

於

て

、

類

例

仁

開

し

甚

だ

偏

狭

な

る

知

識

を

以

て

出

土

遺

物

を

判

断

す

ゐ

よ

り

は

、

専

門

考

古

事

者

に

依

頼

し

て

、

遺

物

の

記

載

さ

其

考

設

さ

を

聴

く

に

若

か

示

。

是

れ

余

が

考

古

事

数

室

諸

氏

に

安

ん

じ

て

遺

跡

及

遺

物

に

開

す

る

断

案

を

乞

ふ

所

以

な

り

。

軍

仁

人

骨

に

就

き

て

論

十

る

も

、

こ

れ

を

接

骨

し

整

骨

す

る

仁

は

甚

だ

し

き

長

日

月

を

要

す

。

全

部

が

完

備

し
、
一
時
仁
報
告
し
得
る
は
最
も
望
ま
し
き
こ
さ
な
れ
ぜ
も
、
到
底
短
時
日
じ
行
ふ
こ
芭
を
得
中
。
こ
れ
一
慢
の

整

骨

仁

す

ら

数

日

乃

至

十

数

日

を

要

す

れ

ば

な

り

。

然

も

或

種

類

の

事

項

は

費

掘

直

後

仁

記

逃

せ

ざ

れ

ば

漸

衣

記

憶

よ

り

薄

ら

ぎ

行

く

が

た

め

、

勢

ひ

不

正

確

さ

な

る

を

兎

か

れ

今

、

従

て

出

土

人

骨

は

左

記

順

序

に

て

報

告
す
る
こ
さ
至
営
な
る
ぺ
し
。

. 

第

一

部

報

告

人

骨

が

埋

設

し

居

り

化

る

地

層

、

人

骨

の

埋

設

朕

態

及

副

葬

品

等

の

記

載

は

必

ら

十

し

も

整



骨
後
を
待
つ
を
要
せ
ぎ
る
が
故
に
、
遺
跡
・
遺
物
の
記
載
せ
同
時
に
、
費
掘
後
短
時
間
中
仁
義
表
す
可
-
き
な
り
。
但

男
女
の
性
及
年
齢
等
に
つ
き
で
は
、
整
骨
後
な
ら
で
は
多
少
判
明
せ
ざ
る
黙
あ
る
仁
よ
り
、
第
二
報
告
に
於
て

補
遣
す
可
き
な
り
。

第

二

部

報

告

此
部
門
に
は
人
骨
が
現
は
れ
た
る
、
人
工
的
及
自
然
的
病
獲
を
主
ざ
し
、
傍
ら
第
一
部
報
告
を

補
遣
す
。
師
夫
の
如
し

(
1
)
自

然

賦

態

じ

て

生

じ

た

る

各

種

疾

患

を

報

告

す

。

例

之

ば

余

の

津

雲

人

骨

中

A
1
日

迄

仁

整

理

し

得

ら

れ

し
も
の
仁
就
き
て
云
ふ
も
、
諸
骨
の
骨
折
及
不
完
全
治
癒
あ
り
。
脊
椎
骨
弓
部
及
瞳
部
に
於
け
る
慢
性
骨
膜

炎
・
腔
骨
等
の
慢
性
骨
膜
炎
・
瀬
頼
骨
乳
頭
部
じ
於
け
る
限
局
性
骨
増
殖
・
慢
性
閥
節
炎
等
甚
だ
多
し
。
死
己
率

に

劃

し
p

て

骨

或

は

歯

疾

患

の

百

分

数

を

研

究

せ

ば

、

石

器

時

代

人

民

が

如

何

な

る

骨

疾

患

仁

擢

b
易

か

り

し
ゃ
、
又
営
時
の
生
活
じ
て
は
如
何
な
る
部
位
に
骨
折
を
生
じ
易
き
朕
態
に
在
り
し
を
推
定
せ
し
む
。

向

此

研

究

は

石

器

時

代

に

於

け

る

外

科

手

術

の

進

歩

を

窺

知

せ

し

む

。

例

之

ば

津

雲

貝

塚

の

人

民

に

は

抜
歯
の
風
習
あ
り
し
仁
拘
ら
守
、
此
方
法
を
醤
治
の
目
的
仁
使
用
せ
ぎ
り
し
は
奇
な
り
さ
調
ふ
可
し
。
卸
余

が
例
に
て
高
度
の
歯
槽
骨
膜
炎
あ
り
し
じ
拘
ら
歩
、
長
日
月
間
抜
歯
を
行
は
令
、
ざ
り
し
も
の
あ
り
。
営
時
の

人

民

が

健

全

な

る

歯

を

風

習

ざ

し

て

抜

出

せ

る

に

拘

ら

や

、

著

し

き

歯

痛

を

忍

び

っ

、

長

年

月

間

病

歯

を

保

存

せ

し

か

を

知

る

ぺ

し

。

又

骨

折

の

不

完

全

治

癒

は

副

木

の

用

途

じ

閥

す

る

知

識

の

快

乏

を

語

る

も

の

な
り
。

(
2
)
人
工
的
仁
生
や
し
め
た
る
病
獲
さ
し
て
、
津
雲
人
に
著
し
か
り
し
は
抜
歯
の
風
習
な
り
。
男
女
共
じ
見
受

く
る
所
仁
し
て
上
顎
犬
歯
・
下
顎
門
歯
等
を
抜
出
せ
る
こ
さ
多
し
。
抜
歯
及
部
位
的
関
係
は
種
々
な
り
し
が

備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
坂
人
骨
報
告



津
雲
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
状
態

如
し
。
又
抜
歯
せ
ぎ
る
者
も
存
す
。
男
女
の
性
及
年
齢
さ
抜
歯
の
開
係
等
は
興
味
あ
る
問
題
な
り
。
殊
に
化
骨

線
癒
合
及
歯
牙
費
育
朕
態
に
よ
り
て
、
抜
歯
が
春
機
費
動
期
以
後
仁
行
は
れ
た
る
ら
し
く
思
は
る
。

(
3
)第
一

部

報

告

補

遺

ざ

し

て

性

及

年

齢

さ

埋

渡

航

態

及

副

葬

品

さ

の

関

係

を

調

査

す

。

鹿

角

製

腰

部

附

麗

品
が
多
く
男
子
に
費
見
せ
ら
れ
、
貝
輸
が
遁
常
女
瞳
じ
存
在
す
る
が
如
き
こ
さ
之
れ
な
り
。

第

三

部

報

告

此
中
に
は
主
さ
し
て
人
骨
測
定
を
記
遁
す
可
き
な
り
。
問
題
の
性
質
上
成
る
可
く
他
地
方
の

材
料
を
一
括
し
て
研
究
す
る
を
宜
し
さ
す
。
而
し
て
問
題
の
解
決
に
は
今
日
事
者
の
行
ふ
如
く
、
現
代
人
骨
の

み
の
封
照
測
定
の
み
に
て
は
不
満
足
な
り
。
少
な
く
さ
も
千
年
以
上
を
経
過
せ
る
(
古
墳
時
代
)日
本
人
骨
、
成
る

可
〈
古
き
諸
種
「
ア
イ
ヌ
一
人
骨
、
朝
鮮
古
人
骨
等
も
必
要
ぜ
す
可
し
。
従
て
此
研
究
に
は
大
な
る
前
用
意
を
要
す
。

余

は

今

後

仁

於

て

余

が

目

的

ざ

す

る

所

に

如

何

程

迄

進

行

し

得

る

や

を

知

ら

令

。

さ

れ

ざ

今

日

仁

し

て

般

設
を
樹
つ
る
は
、
他
日
時
期
の
街
早
な
る
を
蛾
む
可
く
、
不
幸
仮
設
を
以
て
事
買
を
律
せ
ん
さ
す
る
事
も
あ
ら

ば
、
そ
は
科
皐
研
究
の
異
意
に
非
ら
や
。
余
は
目
下
仁
於
て
嘗
然
津
雲
貝
塚
に
関
す
る
第
一
部
報
告
を
接
表
す

る

の

み

に

て

甘

ん

や
'
可
き
な
り
。

第

津

雲

貝

塚

に

於

け

る

人

骨

出

土

状

態

( 

ー、』ー"

出

土

地

層

及

埋

葬

時

代

じ

閲

す

る

考

按

人

骨

分

布

闘

(固

版

第

三
)に
示
せ
る
如
く
、
津
雲
人
骨
は
幾
分
列
を
成
し
て
埋
葬
せ
ら
る
、
傾
向
を
示
せ

b
.

ニ
は
固
よ
り
甚
だ
不
規
則
に
し
て
、
各
人
骨
例
聞
の
距
離
及
人
骨
の
群
集
朕
態
、
並
び
に
人
骨
頭
部
の
向
へ
る

方

向

等

は

屡

大

差

あ

れ

ぎ

も

、

概

し

て

人

骨

は

東

西

を

連

ね

る

線

叉

は

東

北

よ

り

南

西

を

蓮

ぬ

る

線

に

埋

葬



せ
ら
る
、
傾
向
を
示
せ
り
.
而
て
之
れ
後
遺
人
骨
の
瑚
葬
方
向
が
大
多
数
仁
於
て
、
東
部
を
頭
さ
せ
る
こ
さ
、

関
係
あ
る
も
の
に
し
て
、
恐
ら
く
太
陽
崇
拝
を
意
味
す
る
も
の
な
る
可
し
。
而
て
此
種
埋
葬
方
向
は
慨
に
河
内

園
府
村
遺
跡
費
掘
に
際
し
で
も
罷
め
ら
れ
た
る
所
な
り
。

別
項
脅
掘
報
告
第
一
章
費
掘
の
僚
に
記
載
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
人
骨
は
概
し
て
貝
唐
下
部
仁
埋
葬
せ
ら
れ

た
り
。
多
く
の
場
合
に
於
て
貝
唐
が
勝
に
壷
き
ん
さ
す
る
頃
仁
、
膝
蓋
骨
が
現
は
れ
、
主
な
る
躯
幹
骨
は
貝
層
内

に
在
る
も
の
な
り
。
唯
少
数
例
に
・
於
て
の
み
身
健
の
全
部
が
有
機
居
中
存
在
す
る
か
、
又
は
之
れ
に
反
し
て
貝

層
上
部
に
存
在
せ
り
。
現
今
の
畑
地
表
面
よ
り
人
骨
迄
の
深
さ
は
、
後
通
人
骨
全
部
の
位
置
を
示
せ
る
表
中
に

記
入
せ
り
。
さ
れ
ざ
地
域
に
よ
り
て
(
例
之
ば
第
三
回
接
掘
例
及
川
地
域
)
貝
層
が
殆
ん
ざ
存
在
せ
ざ
る
に
拘
ら

中
、
有
機
層
あ
り
て
此
部
に
人
骨
が
埋
葬
せ
ら
れ
た
り
。

相

隣

せ

る

人

骨

は

略

同

一

の

深

度

仁

在

'

り

さ

れ

ざ

時

ざ

し

て

五

寸

乃

至

一

尺

位

の

水

平

差

を

示

せ

る

事

あ

b
。
此
事
買
は
営
時
死
屍
を
一
定
の
深
さ
に
埋
設
す
る
風
習
あ
り
し
事
を
示
す
も
の
な
り
。
注
意
す
可
き
は

W
一・
盟
及
沼
地
域
仁
存
在
せ
る
人
骨
(
第
四
十
一
競
・
第
四
十
三
競
・
第
四
十
二
時
仇
・
第
三
十
五
競
・
第
二
十
九
競
・
第
三

十
八
競
・
第
三
十
九
競
等
)
が
略
同
一
深
度
に
在
り
て
、
唯
僅
に
南
に
向
て
緩
き
傾
斜
を
示
せ
る
地
屠
中
に
存
在

し
、
叉
川
円
山
門
地
域
の
人
骨
(
第
五
十
五
競
・
第
四
十
四
琉
・
第
五
十
六
競
等
)
が
各
同
一
の
水
平
面
仁
存
せ
る
に
拘
ら

や
、
南
地
域
の
限
界
部
、
即
第
，
五
十
五
競
・
第
四
十
四
競
第
五
十
六
競
を
蓮
ぬ
る
線
さ
.
第
四
十
一
競
・
第
四
十
二
就

第
三
十
八
競
を
蓮
ぬ
る
線
さ
の
間
仁
於
て
、
地
圃
上

O

P
結
線
仁
て
示
せ
る
部
分
に
相
営
し
て
、
有
機
層
及
貝

層
は
南
方
仁
向
ひ
て
可
成
、
り
急
激
に
約
一
尺
五
寸
低
下
し
居
れ
h
，
。
従
て
第
五
十
五
競
・
第
四
十
四
競
・
第
五
十

六
競
人
骨
は
第
四
十
一
競
・
第
四
十
二
競
・
第
三
十
八
競
人
骨
よ
り
も
約
一
尺
下
位
に
存
在
す
。き
れ
ば
此
部
に

備
中
凶
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
人
公
報
告



津
雲
貝
坂
に
於
げ
る
人
骨
肉
土
状
態

凶

於
げ
る
畑
地
は
、
現
今
耕
地
ぜ
な
り
て
一
様
の
緩
傾
斜
を
示
せ
ず
も
、
石
器
時
代
仁
於
て
此
部
じ
は
上
段
さ
下

段

仁

界

せ

ら

れ
、其

閉

じ

一

尺

玉

寸

内

外

の

土

地

の

落

差

あ

り

し

も

の

な

る

ぺ

し

ー

さ

れ

ざ

此

段

階

を

逗

ふ

て

西
に
進
め
ば
(
的
及
一
部
地
域
)
雨
段
の
人
骨
共
に
浅
在
性
に
存
す
。
こ
は
営
時
此
地
の
表
面
が
隆
起
し
居
り
し
が

畑
地
整
理
の
時
じ
地
な
ら
し
せ
ら
れ
た
る
矯
め
な
る
ぺ
く
、
更
仁
西
方
に
至
れ
ば
(
盟
・
の
及
料
地
域
)
人
骨
は
再

び
深
部
に
存
す
れ
ざ
も
、
唯
上
段
に
相
営
す
る
部
位
じ
の
み
存
在
し
、下
段
に
相
営
せ
る
部
分
を
快
く
。
但
上
下

雨
段
の
人
骨
共
埋
葬
朕
態
等
仁
は
特
別
の
差
異
を
見
守
。

類
似
の
所
見
は
第
六
十
五
競
骨
(
深
部
仁
存
す
)
さ
第
六
十
六
競
骨
(
浅
在
性
)
さ
の
聞
に
も
存
し
、
南
者
は
深

さ
じ
於
て

一
尺
玉
寸
の
差
あ
、
り
。第

六

十

六

競

さ

同

階

段

さ

看

倣

す

可

き

長

谷

部

氏

第

一

国

費

掘

地

の

人

骨
は
浅
在
性
な
り
。
惟
ふ
に
墓
地
の
諸
慮
仁
段
階
あ
り
し
も
の
、
如
し
。
然
れ
ざ
も
段
階
は
蹟
み
石
等
永
久

性
物
じ
て
築
か
れ
し
じ
は
非
ら
示
。

津

雲

人

骨

が

略

同

時

代

の

も

の

じ

し

て

石

器

時

代

仁

属

せ

る

こ

さ

疑

を

容

れ

す

。

さ

れ

ざ

詳

細

仁

検

査

す

れ

ば

各

例

相

前

後

し

て

埋

設

せ

ら

れ

た

る

も

の

な

h
。
郎
第
四
十
三
競
骨
胸
腹
部
の
骨
髄
は
、
第
四
十
一
競
骨

を
埋
葬
す
る
に
際
し
て
破
壊
ぜ
色
れ
(
園
版
第
十
五
参
照
て
又
第
五
十
四
競
骨
の
頭
部
・
左
側
上
肢
・
左
側
肋
骨
等

は
、
第
五
十
三
競
骨
を
埋
葬
す
る
時
に
破
壊
せ
ら
れ
た
り
(
固
版
第
十
入
室
照
)
。
是
等
は
津
雲
貝
塚
以
外
の
遺
跡

地
仁
も
費
掘
例
あ
り
。
叉
津
雲
貝
塚
に
で
も
長
谷
部
博
士
は
大
正
八
年
十
二
月
の
第
二
回
の
鵬
首
掘
じ
於
い
て

同
様
の
例
に
遭
遇
せ
り
。
等
し
く
石
器
時
代
な
れ
ざ
も
、
前
埋
葬
者
の
所
在
を
忘
却
せ
し
時
期
に
‘
再
び
同
一
地

じ
埋
葬
が
行
は
れ
た
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ざ
此
場
合
じ
は
埋
葬
時
間
仁
数
年
乃
至
敷
十
年
、
或
は
其
れ
以
上
の

差

あ

る

の

み

に

し

て

等

し

〈

石

器

時

代

に

麗

せ

る

も

の

な

る

や

明

な

り

。



之

れ

さ

同

類

例

に

編

入

す

可

き

は

、

地

域

の

一

部

分

仁

数

人

分

の

骨

が

極

め

て

不

規

則

に

集

ま

り

居

る

こ
さ
な
り
。
長
谷
部
氏
接
掘
地
よ
り
此
種
の
も
の
出
で
た
り
さ
云
ふ
」
ニ
人
分
の
骨
協
が
集
ま
り
存
し
、
各
鰻

の
骨
敷
が
完
備
せ
や
(
大
串
氏
の
例
に
も
斯
か
る
事
ゐ
り
し
て
侍
閉
す
)
是
等
は
石
器
時
代
仁
埋
葬
を
行
ふ

に
際
し
、
前
埋
葬
者
の
骨
幡
が
現
は
れ
来
り
た
る
仁
よ
り
、
こ
れ
を
集
め
て
一
個
所
に
埋
め
し
も
の
な
り
さ

推
測
す
ぺ
き
な
り
。

余
等
が
稜
掘
地
域
の
大
部
分
日
於
て
、
何
人
骨
上
部
の
地
層
が
牽
も
撹
乱
せ
ら
れ
し
形
跡
無
き
こ
さ
、
間
人

骨

の

大

多

数

が

貝

屠

下

部

乃

至

貝

暦

下

よ

り

現

は

れ

、

然

も

人

骨

を

埋

設

せ

る

土

壌

及

貝

殻

に

混

じ

て

通

常

唯

簡

車

な

る

紋

様

の

土

器

片

の

み

を

出

す

こ

さ

、

向

後

述

乳

児

を

容

れ

し

土

器

も

亦

無

紋

様

黒

鼠

色

粗

雑

な

る

土

器

な

る

こ

さ

じ

よ

り

、

津

雲

人

骨

の

多

数

は

貝

暦

最

下

部

の

遺

物

さ

大

韓

に

於

て

同

時

代

に

麗

せ

る

も

の
な

b
。
唯
少
数
例
に
於
て
は
、
人
骨
殊
仁
肋
骨
聞
の
土
中
よ
り
、
割
合
に
複
雑
な
る
曲
線
紋
様
あ
る
土
器
を
出

し
、
而
も
此
上
部
地
層
の
混
凱
を
見
ぎ
る
も
の
あ
り
。
後
搾
土
器
は
貝
層
の
比
較
的
上
部
に
接
見
す
る
も
の
な

る

が

故

仁

、

恐

ら

く

津

雲

人

骨

は

貝

層

最

下

部

よ

り

貝

層

上

部

仁

至

る

蓮

績

せ

る

一

定

年

代

聞

に

埋

葬

せ

ら

れ

た

る

も

の

な

り

。貝

層

上

の

有

機

居

中

仁

接

見

せ

ら

る

、

新

ら

し

き

形

式

の

蒲

生

式

土

器

乃

至

蹴

部

土

器

が
、
人
骨
さ
混
じ
て
出
土
す
る
こ
さ
は
、余

の

費

掘

地

域

に

は

認

め

ぎ

り

し

こ

さ

な

り

。

人

骨

さ

貝

唐

古

の

関

係

に

つ

き

て

街

注

意

を

要

す

る

こ

さ

あ

り

。

貝

居

あ

り

て

然

も

人

骨

を

見

ぎ

る

地

ゐ

hノ
J

貝
唐
を
見
守
し
て
・
人
骨
在
る
地
あ
り
。
さ
れ
ざ
多
数
例
に
て
は
人
骨
上
仁
多
少
の
貝
屠
あ
り
。
さ
れ
ざ
除
り

仁

貝

層

の

厚

き

部

位

仁

は

人

骨

を

快

げ

L

リ
。
之
れ
亦
津
雲
貝
塚
以
外
に
も
類
例
あ
る
こ
さ
な
り
。

( 

一一) 

棺

又

は

櫛

の

存

否

置

石

及

嬬

火

じ

関

す

る

考

説

倫
中
国
浅
口
郡
大
島
村
浮
雲
貝
塚
人
骨
報
告

五



津
雲
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
朕
態

ム，、

〔
第
二

津

雲

人

骨

の

或

者

仁

は

其

骨

憶

の

一

部

が

甚

だ

不

自

然

な

る

位

置

に

存

在

せ

る

こ

さ

あ

り

。

業

主

要
な
る
一
一
一
一
一
を
記
遇
す
れ
ば
究
の
如
し
。

人
骨
は
後
遮
の
如
〈
概
ね
仰
臥
せ
る
も
、
頭
(
部
は
胴
よ
り
も
幾
分
高
位
に
在
る
・
』
さ
多
し
。
而
て
下
顎
骨

は

頭

蓋

骨

よ

り

往

々

著

し

く

離

れ

た

る

位

置

に

墜

落

せ

る

の

み

な

ら

や

。

頭

蓋

骨

も

甚

だ

不

可

思

議

な

る

位

置

に

在

る

こ

芭

あ

b
。
例
ば
固
版
第
八
に
示
せ
る
第
十
二
競
人
骨
に
於
て
は
、
頭
蓋
骨
は
頚
椎
を
離
れ
て

胴
さ
反
劃
の
方
向
仁
、
稿
上
向
き
じ
位
置
を
品
理
性
る
じ
拘
ら
や
、
下
顎
骨
は
第
五
!
第
七
胸
椎
の
上
部
仁
在

り
、
阻
唱
面
を
上
に
向
け
た
り
。
頭
蓋
骨
さ
下
顎
骨
さ
相
離
る
、
こ
さ
一
尺
僚
な
り
。
而
て
胸
椎
骨
鎖
骨
等
は

略
原
位
置
に
在
り
。
又
第
十
九
競
例
に
で
も
頭
蓋
骨
は
右
上
勝
骨
外
側
仁
瓶
額
骨
を
下
に
し
て
落
も
た
り
。

而
て
骨
略
の
位
置
よ
り
判
十
る
仁
、
業
顔
面
部
は
骨
揺
の
下
前
を
向
く
筈
な
る
に
拘
ら
十
。
逆
の
方
向
郎
上

右
仁
向
へ
り
。
頭
部
が
瞳
の
右
側
に
落
も
っ
、
回
轄
を
し
謹
な
り
。
而
て
下
顎
骨
は
頚
椎
骨
前
面
仁
存
在
せ

り
。
(
固
版
第
九
塞
照
)
第
三
十
競
骨
に
於
て
は
、
頭
蓋
骨
は
顔
面
部
を
下
に
し
て
左
側
肘
関
節
上
に
在
り
。
而
て

下
顎
骨
は
阻
鴫
面
を
下
に
し
て
右
側
上
牌
骨
上
に
在
り
。
南
者
相
離
る
、
こ
さ
一
尺
鈴
な
り
。
而
て
雨
者
間

に
存
在
せ
る
胸
椎
骨
・
肋
骨
・
鎖
骨
等
は
略
原
位
置
じ
在
り
。
(
園
版
第
十
二
塞
照
)
第
五
十
六
競
じ
て
は
頭
蓋
骨

は
後
頭
部
を
上
に
し
て
胸
椎
の
中
央
部
に
在
り
。
(
固
版
第
十
九
盛
照
)

頭
蓋
骨
以
外
の
骨
に
於
て
、
位
置
獲
動
の
著
し
き
も
の
は
尺
骨
及
榛
骨
に
し
て
、
二
三
例
に
於
て

仁
麗
せ
る
此
雨
骨
い
か
方
向
著
し
く
異
な
り
、
且
相
離
る
、
こ
さ
一
尺
以
上
じ
及

J

べ
る
も
の
あ
り
。
其
他
の
骨

一
前
勝

じ

で

は

位

置

麓

動

を

確

認

し

得

る

も

の

稀

れ

な

り

。

さ

れ

ざ

立

て

膝

の

位

置

な

り

し

さ

思

は

る

、

大

腿

骨

だ

関

節

の

蓮

動

範

園

以

外

の

極

め

て

不

自

然

な

る

方

向

に

横

倒

れ

さ

な

り

居

る

こ

さ

往

々

之

れ

あ

り

。



-

是

等

人

骨

の

散

凱

は

後

人

の

手

じ

て

成

り

し

も

の

に

非

ら

や

。

何

ぜ

な

れ

ば

上

層

仁

は

華

も

捜

飢

せ

ら

れ

た

る

跡

無

く

、

全

身

諸

骨

は

完

全

仁

存

在

し

て

唯

一

部

の

骨

の

み

散

乱

し

且

散

乱

せ

る

骨

は

完

全

に

て

不

自

然
に
破
損
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
叉
樹
木
の
根
が
骨
幣
閉
じ
進
入
し
、
之
れ
が
漸
究
生
長
す
る
に
従
ひ
て
骨
協
の
一

都
を
庫
排
し
.
又
は
骨
質
に
破
れ
目
を
生
壱
し
め
た
る
こ
さ
之
れ
あ
る
イ
し
さ
雄
、
諸
骨
の
散
乱
は
往
々
之
れ

が
推
測
を
許
さ
ぎ
る
ほ
ざ
不
自
然
な
り
。

此

現

象

を

最

も

簡

軍

じ

説

明

す

る

は

‘

埋

葬

後

仁

軟

部

組

織

が

腐

朽

す

る

に

従

ひ

て

骨

幣

の

一

部

が

墜

落

顛
倒
せ
し
こ
さ
な
り
。
さ
れ
ざ
斯
か
る
痩
化
を
生
令
る
に
は
軟
部
組
織
の
腐
敗
す
る
迄
.
雨
三
年
乃
至
数
年
間

人

醸

の

周

固

に

尺

僚

の

昼

間

が

存

在

す

る

を

要

す

。

従

ひ

て

此

部

仁

一

種

の

空

室

郎

棺

或

は

櫛

の

存

在

を

推

定
せ
し
む
。

吾

人

は

稜

掘

時

じ

棺

又

は

櫛

の

遺

物

な

り

さ

思

考

す

ぺ

き

何

物

仁

も

遭

遇

せ

ざ

り

き

(

下

記

土

棺

を

除

〈
)
。
さ
れ
ざ
棺
又
は
櫛
は
腐
朽
す
る
性
質
の
も
の
じ
し
て
、
且
下
記
理
由
仁
よ
り
て
数
年
間
死
慢
の
周
園
仁

宰
聞
を
生
十
る
も
の
な
ら
ぎ
る
可
か
ら
や
。
此
保
件
に
適
合
す
る
も
の
は
恐
ら
く
木
材
な
り
。
而
て
石
器
を

以

て

木

板

を

製

作

す

る

こ

さ

至

難

な

る

に

想

到

せ

ば

、

恐

ら

く

そ

れ

を

以

て

組

み

立

て

た

る

粗

末

な

る

小

棺
な
る
ぺ
き
な
り
。
さ
れ
ざ
此
者
が
可
移
動
性
の
も
の
な
り
し
ゃ
、
勝
た
死
憧
周
固
に
組
み
合
せ
ら
れ
た
る

原
始
的
小
郡
な
り
し
ゃ
推
知
す
る
に
由
無
し
。

法
撃
墜
者
の
研
究
に
譲
る
に
、
人
鰹
軟
部
の
腐
敗
す
る
時
間
は
気
禍
・
潟
度
等
に
よ
り
て
大
差
あ
れ
ど
も
、

空

中

じ

て

一

の

時

閉

ざ

す

れ

ば

地

中

に

て

は

八

倍

を

要

す

。

津

雲

貝

塚

の

如

き

汲

気

を

帯

び

た

る

混

性

粘

土
内
じ
て
、
通
気
不
良
な
る
朕
態
に
て
は
甚
だ
長
時
日
を
要
す
。
本
皐
醤
皐
部
法
醤
皐
激
室
小
南
氏
の
鰹
験

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
人
骨
報
告

七



津
雲
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
扶
態

l¥. 

に

錬

れ

ば

空

中

仁

曝

せ

ば

六

箇

月

に

し

て

成

長

せ

し

人

膿

は

白

骨

ご

化

し

得

れ

ざ

も

、

地

中

仁

て

は

埋

葬

後
三
年
を
経
て
も
肉
の
存
在
せ
し
例
あ
り
。
甚
だ
し
き
も
の
は
埋
葬
後
五
十
年
に
及
、
ぷ
も
(
京
都
相
園
寺
に

於
げ
る
戊
辰
志
士
改
葬
例
)
肉
の
残
存
せ
し
例
あ
り
。
従
て
津
雲
に
て
肉
の
残
存
を
雨
三
年
乃
至
数
年
じ
見

積
る
こ
さ
は
過
営
に
非
ら
令
さ
信
令
。

〔
第
二
〕

棺

又

は

櫛

の

存

在

に

闘

す

る

間

接

謹

懐

古

し

て

、

余

は

乳

児

を

土

器

仁

容

れ

て

埋

葬

せ

し

例

を

畢

げ
ぎ
る
を
得
十
。
之
れ
石
器
時
代
人
民
が
死
健
を
直
接
埋
葬
せ
十
し
て
、
周
囲
さ
隔
絶
せ
し
部
分
に
埋
葬
せ
ん

ざ

す

る

思

想

ゐ

り

し

謹

な

れ

ば

な

り

。

乳

児

を

土

器

に

容

れ

て

埋

葬

せ

し

例

は

津

雲

貝

塚

以

外

に

も

之

れ

あ

-
り
。
津
雲
貝
塚
に
で
も
大
串
氏
は
余
等
さ
同
様
な
る
一
例
を
得
た
り
さ
開
げ
り
。
余
が
例
は
圃
版
第
十
一
に
一
不

す
第
二
十
六
競
人
骨
じ
し
て
.
埋
葬
用
土
器
は
其
形
朕
さ
土
質
じ
於
て
、
貝
層
内
に
於
げ
る
日
用
土
器
さ
同
質

な
る
が
故
に
・
恐
ら
く
士
棺
ざ
し
て
利
用
せ
ら
れ
た
る
日
用
土
器
な
る
可
し
。

此
士
棺
は
園
版
第
二
十
四
仁
示
せ
る
如
、
き
一
種
の
壷
な
り
。
底
の
直
径
二
寸
五
分
、
上
方
に
向
ひ
て
聞
き

居
れ
ピ
も
上
縁
の
下
二
寸
五
分
の
准
よ
り
少
し
く
細
く
な
れ
り
。
高
さ
一
尺
ニ
寸
五
分
、
縁
部
の
口
径
一
尺

ニ
寸
闘
版
第
十
一
に
示
せ
る
如
く
、
口
部
を
上
に
し
(
口
部
は
僅
か
に
西
南
に
傾
斜
せ
り
)
て
埋
波
せ
り
。
縁
部

は
小
な
る
波
紋
を
呈
せ
り
聴
輔
を
使
用
せ
し
形
跡
無
〈
、
土
質
は
組
槌
じ
し
て
表
面
に
光
津
な
し
。
黒
鼠
色

を
呈
し
、
諸
鹿
に
粗
き
刷
毛
目
を
留
む
。
平
底
じ
し
て
大
さ
の
割
合
に
薄
手
な
り
(
厚
さ
四

l

五
分
)
貝
居
下
部

よ

り

は

此

土

器

さ

向

性

質

の

破

片

を

出

す

こ

さ

多

し

。

益

は

恐

ら

く

存

在

し

居

り

し

な

ら

ん

も

腐

朽

せ

り

。

壷

内

に

貝

殻

を

混

壱

し

土

を

容

る

。

而

て

壷

の

五

分

目

以

下

の

土

中

じ

は

頭

骨

を

上

仁

し

τ
乳

児

の

全

身

骨
を
牧
め
た
り
。



然

ら

ば

津

雲

人

骨

の

全

教

に

於

て

木

製

棺

叉

は

榔

の

存

在

を

般

定

す

可

き

や

。之

れ

余

が

胸

中

を

往

来

せ

し

疑

問

な

ち

し

が

、

大

正

八

年

十

二

月

長

谷

部

博

士

第

二

回

津

雲

貝

塚

の

接

掘

仁

奉

加

せ

し

榊

原

氏

の

注

意

仁
よ
り
て
、
幸
仁
之
れ
を
解
決
す
可
き
手
掛
り
を
得
た
り
。
印
南
氏
の
或
例
及
余
等
が
二
例
(第

四

十

一

晩

さ

第

四
十
三
競
さ
第
五
十
三
競
ぜ
第
五
十
四
競
)
仁
於
て
、
石
器
時
代
に
前
以
て
人
骨
を
埋
葬
し
居
り
た
る
が
、
此
部

じ
再
埋
葬
を
行
ひ
た
る
例
あ
る
こ
さ
上
惑
の
如
し
。
此
場
合
の
二
例
じ
於
て
(
長
谷
部
榊
原
氏
例
、
及
余
の
第
五

十
三
競
・
五
十
四
競
例
)
奮
埋
葬
の
一
韓
乃
至
ニ
韓
の
骨
憶
の
一
部
分
は
切
断
せ
ら
れ
、
業
同
一
水
平
面
に
新
ら

し
き
一
種
が
埋
葬
せ
ら
れ
た
り
。
而
て
切
り
取
ら
れ
た
る
骨
髄
の
残
部
さ
、
新
埋
葬
鵠
芭
は
密
じ
相
接
し
(
第
四

十

一

競

及

第

四

十

三

競

)其
聞
に
到
底
木
壁
を
築
造
す
る
鈴
地
無
き
な
り
。
此
事
貫
は
津
雲
人
骨

の
若

干

軟

に

は

棺

又

は

榔

さ

云

ふ

程

の

も

の

な

く

直
接
地
下
に
埋
葬
せ
ら
れ
居
り
た
る
を
語
る
も
の
な
り
。

〔
第
一
己
夏
ら
に
就
寝
掘
時
に
注
意
を
惹
く
も
の
は
・
焚
火
の
跡
さ
大
小
の
石
塊
な
り
。
割
合
仁
屡
認
む
る
所
は

頭
部
或
は
頭
骨
直
下
に
、
直
径
数
寸
の
石
が
置
か
れ
た
る
・
』
ぜ
な
り
。
石
質
は
一
定
せ
や
(砂
岩
・
花
山
岡
岩
等
)
自
然

面
の
存
在
せ
る
も
の
多
し
。
叉
不
規
則
に
打
破
ら
れ
た
る
跡
あ
る
も
の
あ
れ
ざ
も
、故

意

に

或

形

般

に

加

工

せ

ら
れ
た
る
も
の
無
し
。
骨
幣
に
密
接
し
て
割
合
に
大
な
る
石
U
か

存

在

せ

し

は

第

五

十

六

競

の

み

な

り
J

』
は
男

性
の
仰
臥
屈
葬
じ
し
て
圃
版
第
一
九
仁
見
る
如
く
南
側
大
腿
を
屈
し
て
、
直
径
一
尺
許
…
の
自
然
石
が
恥
骨
上

ょ
、
り
雨
誇
の
聞
に
存
在
せ
り
。
此
石
が
曾
て
河
内
園
府
に
接
見
せ
ら
れ
た
る
、
胸
部
仁
石
を
置
き
ュ
右
を
抱
き
た

る
姿
勢
仁
て
埋
葬
せ
ら
れ
た
る
も
の
さ
同
様
な
る
意
・
味
な
り
や
否
や
孟
口
人
の
審
か
に
せ
ざ
る
所
な
り
。

第
三
競
(
男
性
)例

に

て

は

腹

部

の

上
方
仁
於
て
、
骨
樺
よ
り
一
尺
許
を
距
て
た
る
地
中
仁
、
一
尺
内
外
の
自
然

石

あ

り
。仰
臥
屈
葬
な
り
し
が
、
右
側
肘
閥
節
の
右
方
及
左
側
肘
関
節
の
左
方
仁
於
て
.
一
尺
鈴
距
り
た
る
地
中

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
浮
雲
貝
塚
人
骨
報
告

九



津
雲
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
状
態

四。

に
略
同
大
の
自
然
石
が
一
個
宛
あ
り
。
郎
本
例
に
て
は
死
屍
の
上
腹
部
の
高
さ
じ
於
て
、
上
右
左
の
三
方
仁
死

屍
よ
り
各
一
尺
許
の
匝
離
に
て
、
三
個
の
略
同
大
な
る
自
然
石
あ
り
し
理
な
り
。
叉
第
一
蹴
骨
胸
部
上
方
に
於

て

死

屍

よ

り

敷

寸

を

距

り

た

る

地

中

仁

三

角

形

の

卒

盤

石

あ

り

。

園

版

第

四

仁

見

る

が

如

く

実

上

方

を

向

へ

る
面
は
滑
揮
に
研
磨
せ
ら
れ
た
り
。
恐
ら
く
一
種
の
砥
石
な
る
ぺ
し
。
此
石
は
略
等
建
三
角
形
を
成
し
、
業
ゴ
一
遁

の
長
さ
八
寸
・
玉
寸
五
分
・
七
寸
な
り
(
厚
さ
二
寸
)
而
し
て
三
角
形
の
尖
頂
賠
よ
り
底
に
下
せ
し
垂
線
は
鰻
の
長

軸
さ
略
一
致
し
居
れ
り
。
(
寓
異
に
て
は
撮
影
の
都
合
上
此
石
を
死
屍
の
左
側
仁
置
け
り
)

以

上

三

例

は

死

屍

仁

劃

し

て

多

少

意

味

あ

り

さ

豊

ぽ

し

き

置

石

例

な

り

。

自

傍

の

例

仁

て

も

屡

骨

悟

の

上

部
又
は
側
部
に
於
て
、
骨
幣
よ
り
一
二
尺
離
れ
て
、
大
小
の
自
然
石
が
少
数
乃
至
多
数
存
在
せ
る
こ
さ
あ
り
。
然

れ
ざ
も
此
石
を
以
て
特
に
骨
髄
を
包
国
せ
り
さ
思
は
る
、
例
無
し
。

〔
第
四
〕
費
掘
に
際
し
て
吾
人
の
注
意
を
惹
き
し
は
、
貝
唐
中
仁
焚
火
の
あ
る
こ
さ
な
り
。
郎
二
三
尺
乃
至
数

尺
の
局
限
せ
る
部
分
じ
於
て
。
山
灰
片
双
等
が
出
づ
る
こ
さ
多
く
、
且
此
部
分
の
貝
殻
及
獣
骨
片
は
明
か
じ
火
力

を
蒙
れ
り
。
而
て
此
部
仁
は
同
時
に
敷
寸
乃
至
一
尺
大
の
自
然
石
が
敷
佃
或
は
葉
れ
以
上
、
不
規
則
に
存
在
し

石

の

若

干

教

は

火

力

に

よ

り

て

焼

け

石

ぜ

な

れ

り

。

之

れ

明

ら

か

に

焼

け

双

を

放

棄

せ

し

仁

非

ら

守

し

て

此

部
仁
て
焚
火
を
行
ひ
た
る
詮
懐
な
り
。

此

焚

火

の

跡

は

総

て

の

死

屍

に

一

箇

所

宛

必

存

せ

る

も

の

に

非

ら

や

。

又

人

骨

に

封

す

る

位

置

閥

係

も

種

種

に

し

て

人

骨

直

上

敷

寸

乃

至

尺

僚

の

匝

離

に

存

在

せ

る

こ

さ

あ

り

。

或

は

人

骨

よ

り

少

し

〈

距

り

て

骨

協

の
上
左
右
執
れ
か
一
方
の
貝
層
じ
存
在
・
せ
る
こ
さ
あ
り
。
人
骨
さ
の
聞
に
敷
寸
乃
至
尺
俸
の
貝
唐
を
挟
み
、
人

骨
が
直
接
燃
焼
せ
し
は
、
下
記
阿
高
貝
塚
の
一
例
あ
る
の
み
な
り
。
従
て
費
掘
時
に
焚
火
の
跡
を
費
見
す
れ
ば



近
傍
仁
人
骨
ゐ
る
こ
ぎ
を
知
れ
り
。
而
て
焚
き
火
跡
は
余
の
費
掘
地
域
の
み
じ
て
も
二
十
個
所
以
上
仁
及
ぺ

従
て
此
焚
火
は
死
者
じ
劃
し
て
或
関
係
を
有
す
右
も
の
な
り
。
さ
れ
ざ
線
て
の
死
者
じ

一
個
所
宛
の
焚
き

火
跡
を
伴
は
ぎ
る
こ
さ
‘
焚
き
火
の
所
在
部
位
さ
個
々
死
樫
の
位
置
的
関
係
が

一
定
せ
ざ
る
じ
よ
り
、
此
風
習

は
或
死
屍
仁
劃
す
る
特
別
な
る
待
遇
若
く
は
死
者
全
部
仁
封
し
て

一
定
時
日
に
墓
地
内
に
行
は
れ
花
る
習

俗
な
る
ぺ
く
、
恐
ら
く
後
者
の
推
測
が
其
営
を
得
た
る
も
の
な
ら
ん
。

余ロ
I! 1;'~ 
品目

安第

Z‘己
使
用
ぜ

死
者
に
費
し
て
焚
告
火
寸
る
風
習
は
日
木
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
地
に
見
る
所
な
り
。
小
川
教
授
の
談
に
撮
れ
ぽ
こ
れ
ら
矯
ル
ハ
さ
云
ふ
由
な
り
。
従
て

【
附
記
第
二
】

大
正
八
年
十
三
月
下
旬
、
余
等
比
肥
後
回
下
盆
城
郡
阿
高
村
西
阿
高
貝
塚
か
品
目
掘
し
て
興
味
わ
る
所
見
に
接
ぜ
リ
。
余
等
の
俊
掘
地
は
曾
て
山
崎
氏
が
数

年
前
に
後
回
訓
し
て
数
十
憾
の
石
器
時
代
人
骨
や
獲
れ
る
地
に
按
L
、
同
氏
地
域
の
西
北
隅
に
於
げ
る
道
路
の
一
部
な
り
。
常
時
の
貨
験
者
の
談
に
悼
撮
れ
ば
山
崎
氏
代
余

の
臨
時
掘
地
よ
り
二
三
尺
乃
至
五
六
尺
南
方
の
地
中
よ
リ
敬
憾
の
人
骨
ら
後
掘
ぜ
り
さ
云
ふ
。

余
等
は
長
さ
七
尺
、
嶋
三

l
四
尺
の
地
帯
よ
り
男
性
成
人
の
骨
筋
一
惚
(
西
方
に
存
ぜ
リ
)
、
小
見
の
骨
髄
一
一
怪
〈
東
方
に
位
置
ぜ
リ
)
お
得
れ
リ
。
而
て
中
央
部
よ
リ

は
女
性
成
人
の
骨
絡
一
一
値
も
得
れ
り
。
執
れ
も
地
下
約
三
尺
の
貝
暦
最
下
部
に
存
在
ぜ
る
二
吉
津
雲
及
品
貝
塚
等
に
於
げ
る
さ
等

L
。

男
性
骨
髄
は
火
力
の
作
用
ら
受
け
居
ら
?
。
哩
れ
ど
小
見
骨
憾
の
一
部
、
殊
に
女
性
品
H

絡
の
大
部
分
口
火
の
た
め
に
黒
焼
き
さ
な
れ
り
。
焚
与
、
火
は
主
主
し
て
女
性

骨
の
胸
部
に
於
て
行
は
れ
れ
る
も
の
に

L
て
肋
骨
・
骨
盤
・
脊
椎
骨
は
灰
化
し
、
大
腿
骨
・
上
m
A
V
・
前
締
骨
等
の
牛
ぱ
は
灰
化
し
、
洩
れ
る
も
の
も
大
部
分
骨
炭
芭
化
ぜ

り
。
而
て
此
部
の
獣
骨
片
及
貝
殻
も
火
カ
や
蒙
れ
り
。
然
も
焚
火
の
跡
は
直
径
四
五
尺
の
範
囲
な
る
に
過
布
、
?
。
又
女
性
骨
の
頭
釜
骨
は
僅
か
に
燃
焼
ぜ
る
の
み
な
り
。

権
問
げ
残
り
の
骨
片
に
劃
す
る
火
力
の
働
ら
告
工
合
よ
り
創
刊
ず
る
に
、
此
人
骨
焼
棄
は
軟
部
組
織
の
消
失
時
期
に
行
は
れ
れ
る
も
の
に

L
て
、
軟
部
存
校
時
期
に
(
即

火
葬
の
目
的
或
は
埋
葬
直
後
に
死
者
に
封

1
S
焚
火
が
近
告
に
失
ぜ
る
十
日
め
)
行
は
れ
仁
ろ
も
の
に
非
ら
ナ
。
余
等
が
今
日
迄
採
集
ぜ
し
約
九
十
例
の
石
器
時
代
人
骨

及
他
研
究
者
の
採
集
例
に
未
だ
一
回

rも
斯
か
る
例
た
見
聞
ぜ
ぎ
る
こ
さ
、
及
軟
部
附
着
A
H
怖
や
灰
化
す
る
に
は
非
常
に
強
カ
な
る
火
力
為
要
す
晶
、

7
亦
余
等
の
椛

備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
一
貝
塚
人
骨
報
告

I!.q 



津
盆
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
状
態

四

測
ら
椛
む
ろ
に
足
れ
り
。

従
て
此
骨
帥
聞
は
埋
葬
後
一
定
年
月
込
綬
て
軟
部
が
零
腐
敗
し
会
リ
穴
ろ
後
に
、
此
部
に
嬬
リ
凹
め
ら
れ
れ
る
穴
中
の
火
力
に
よ
り
て
権
刷
業
ぜ
ら
れ
れ
る
も
の
な
り
。

燐
棄
年
代
は
図
よ
り
列
明
ぜ
?
。
さ
れ
ど
有
史
時
代
に
行
代
九
れ
る
偶
然
の
焚
火
さ
す
れ
ば
甚

vhし
く
特
殊
の
場
合
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
も
此
待
殊
場
舎
を
想
像

す
る
の
手
懸
リ
や
得
ナ
、
叉
一
方
石
器
時
代
に
墓
地
に
行
は
れ
れ
る
焚
火
の
風
習
わ
Z
以
上
、
余
等
代
石
器
時
代
に
於
て
一
度
思
一
葬
ぜ
ら
れ
れ
'h
S
死
憾
の
佼
詮
た
忘
却

L
て
、
再
び
此
部
に
間
庭
込
造
り
、
他
の
死
者
或
口
死
者
全
部
に
謝

L
て
焚
火
ぜ
し
な
ら
ん
さ
思
考
す
る
が
向
然
的
な
る
ぺ
し
ゃ
而
て
焚
告
ル
ハ
に
よ
り
て
古
首
相
暗
葬
の
人

品
H

比
偶
然
燃
焼
の
災
厄
ル
蒙
り
れ
る
も
の
な
り
。

人

骨

附

属

遺

物

〔
巻
首
闘
版
及
園
版
第
二
二
〕

人
骨
に
劃
し
て
生
前
或
は
死
期
に
或
関
係
を
有
せ
し
遺
物
(
人
骨
附
属
遺
物
又
は
庚
義
の
副
葬
品
)
さ
人
骨

聞
に
混
入
せ
し
土
壌
中
の
遺
物
(
人
骨
混
入
物
)
さ
の
鑑
別
は
往
々
困
難
な
り
。
蕊
に
は
確
か
な
る
人
骨
附
属
物

ざ
し
て
鹿
角
製
腕
飾
・
貝
製
腕
飾
・
鹿
角
製
耳
飾
・
鹿
角
製
腰
部
出
土
品
及
石
製
頚
玉
を
皐
ぐ
。
乳
児
を
溶
れ
た
る

土
器
じ
っ
き
で
は
腕
仁
通
ぺ
た
り
。

混
入
遺
物
ざ
し
て
屡
遭
遇
す
る
も
の
は
石
嫉
等
の
小
石
器
な
り
。
頭
蓋
骨
等
の
割
れ
目
よ
り
頭
蓋
膝
内
に

土
壌
を
混
入
せ
り
。
又
肋
間
腔
・
骨
盤
腔
内
に
も
存
在
せ
り
。
然
れ
ざ
も
之
れ
を
以
て
生
前
石
鍍
の
矯
め
仁
受

傷
せ
し
も
の
な
り
ざ
す
る
は
、
何
等
の
根
懐
無
き
こ
さ
な
り
隣
町
洲
費
見
の
或
例
じ
見
る
如
く
、
石
鉱
の
存
在

せ
る
矯
め
仁
骨
膜
炎
を
生
じ
居
る
仁
非
ら
ぎ
れ
ば
-
人
韓
芭
の
閉
じ
開
係
を
認
め
得
十
。
石
鍍
に
因
す
る
軟

部
損
傷
は
何
等
謹
壌
を
も
残
さ
十
。
土
器
小
破
片
の
混
入
も
屡
遭
遇
せ
り
、
此
破
片
は
通
常
貝
層
下
に
多
き

無

紋

粗

雑

の

も

の

な

れ

ざ

も

、

少

数

例

に

て

は

貝

屠

上

部

仁

見

る

所

の

複

雑

な

る

曲

線

紋

様

あ

る

土

器

な

る
こ
さ
院
遮
の
如
し
。
圃
版
第
九
に
示
せ
る
第
十
七
競
例
に
は
此
種
土
器
の

一
片
を
示
せ
り
J

』
れ
胸
腔
の
土
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五 第

、ザ

壌
中
よ
り
出
で
し
も
の
な
り
。
其
他
第
九
蹴
例
仁

第

て
は
、
頭
蓋
骨
左
側
じ
接
し
て
鹿
角
製
釣
針
一
佃

PLI 

を
出
せ
り
(
固
版
第
七
盛
昭
一
)
又
石
斧
破
片
を
出
せ
し

悶

例
あ
れ
ざ
.
人
骨
さ
或
関
係
を
確
か
め
得
中
。

〔
第
二

鹿

角

製

腕

飾

珍

品

に

し

て

人

骨

さ

共

に

接

見

せ

ら

れ

し

に

非
ら
や
ん
ば
業
用
途
を
知
り
得
ぎ
り
し
な
ら
ん
。

第
五
闘
中
拘
仁
示
せ
る
が
如
く
、
少
し
く
轡
曲
せ

L
棒
版
物
仁
し
て
、
一
端
を
快
損
せ
る
も
全
形
を

推
知
し
得
可
し
。
端
部
及
中
央
部
仁
は
簡
軍
な
る

彫
刻
あ
り
。
脅
入
部
仁
は
縦
に
走
れ
る
溝
あ
り
、
又

中

央

部

に

近

〈

二

孔

を

穿

て

b
.

闘
版
第
七
に
見
る
が
如
く
、
此
者
は
第
十
一
競

悶

例
の
左
腕
手
背
側
仁
於
い
て
、
手
開
節
よ
り
約

(Fig. 5) 

寸
上
部
に
存
在
し
・
轡
曲
部
を
骨
の
方
向
に
向
り

且

棒

妹

器

の

縦

軸

は

前

牌

骨

の

縦

軸

さ

直

角

を

を

遁

じ

て

前

牌

部

に

縛

り

付

け

し

も

の

に

し

て

器

の

轡

曲

側

郎

彫

刻

あ

る

部

分

は

露

出

せ

し

も

の

な

り

。

而

成
せ
り
。
き
れ
ば
此
腕
飾
は
中
央
部
の
二
孔
に
紐

備
中
岡
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
人
骨
報
告

V!I 



津
雲
貝
に
於
げ
る
人
骨
出
土
紋
態

四
阿

て
第
十
一
競
は
成
年
女
子
な
り
。

〔
第
二
〕

貝

製

腕

輪

ア
カ
ガ
ヒ

人

骨

の

前

脚

に

懐

入

せ

ら

れ

た

る

貝

輸

は

悉

く

魁

蛤

亜

日

の

二

枚

貝

じ

し

で

も

が

ひ

ざ

稀

す

る

も

の

な

り
、
而

t
之
れ
を
有
す
る
も
の
は
常
に
女
子
な
る
が
却
し
。
但
男
子
に
も
之
れ
あ
る
や
否
や
、
又
如
何
な
る
年
齢

よ

り

貝

輸

を

使

用

せ

し

や

は

整

骨

の

上

な

ら

で

は

明

言

し

得

十

守

ぜ

戸 q

ノfノ////1//1//ノア

【
附
託
第
一
】

化
骨
線
浴
中
桐
す
る
小
児
の
骨
憶
に
は
遁
常
貝
輸
の
飯
入
浴
見
ナ
。
き
れ
ば
一
定
年
齢
に
逮
ぜ

L
後
に
貝
輸
か

用
び
、
爾
後
生
長
す
る
さ
共
に
抜
去
し
得
ざ
る
に
至
り
し
こ
さ
明
ら
か
な
り
。
後
掘
貝
輸
は
十
歳
内
外
の
小
児
に
試
む
る
に

第

容
易
に
餓
入
し
得
可

L
。
或
人
に
て
は
手
首
の
存
杭
ぜ
る
が
免
め
前
聴
に
迭
入
し
得
?
。
斯
か
る
風
習
は
南
洋
に
も
存
し
、

~ ノ、

且
貝
輸
途
入
に
は
待
殊
の
専
門
技
術
家
わ
り
て
、
苦
心
し
て
大
な
る
手
に
も
小
な
る
貝
輸
や
迭
入
し
得
る
さ
云
ふ
。

闘

【
附
託
第
二
】

貝
輸
に
就
き
て
詑
漣
す
る
に
際
L
各
部
に
名
聴
か
附
記

L
置
く
必
要
あ
り
。
貝
輪
製
造
に
比
二
枚
目
の
一
枚

か
探
リ
て
先
づ
其
殻
項
部
た
打
ち
破
り
て
一
定
の
大
宮
の
穴
か
穿
ち
し
後
、
此
破
孔
綜
及
貝
殻
の
腹
側
繰
ら
出
川
磨
平
滑
な
ら

聞面側輪貝

し
む
。
叉
貝
殻
の
表
面
ら
磨
り
み
が
き
て
平
滑
な
ら
し
む
。
而
て
貝
輪
私
鮫
入
す
る
に
は
貝
殻
固
有
の
腹
側
縁
よ
り
殻
項
に

造
り
わ

hs穴
の
方
向
に
前
服
部
私
送
入
す
。
従
て
固
有
腹
側
縁
は
貝
輸
の
上
入
口
部
な
り
(
第
六
闘
参
照
)
殺
項
に
遁
り
れ
る

穴
は
下
入
口
部
関
手
首
に
近
、
き
方
向
な
り
。
而
て
貝
殻
の
腹
側
縁
は
必
ら
?
前
勝
手
甲
面
に
肉
〈
る
が
放
に
前
部
さ
な
り
、
蝶

銭
に
近
晶
、
部
分
は
前
勝
手
掌
面
に
在
ら
し
む
。
従
て
後
部
さ
な
る
。
之
れ
に
劃
し
て
貝
輸
に
左
右
爾
側
部
私
生
?
。
而
て
貝

(Fig. 6) 

輸
や
R
T
盤
上
に
置
吾
て
側
面
よ
リ
観
察
す
る
に
、
前
部
は
高
く
、
後
部
は
低
き
も
の
な
り
上
記
の
位
置
に
貝
輸
や
銭
入
す
る

時
に
は
、
貝
愉
の
庚
く
し
て
且
美
麗
な
る
前
回
は
手
甲
側
に
露
出
す
る
の
み
な
ら
?
、
貝
輸
さ
前
勝
面
に
存
在
ぜ
る
自
然
の

簿
曲
は
頁
く
遁
合
し
鮫
入
貝
輸
は
手
仕
事
の
障
凝
之
も
な
ら
ナ
、
叉
貝
輪
自
己
も
容
易
に
破
砕
す
る
も
の
に
非
ら
?
。

貝
輸
の
製
作
は
各
例
共
精
巧
じ
し
て
、
業
面
は
美
麗
に
研
磨
せ
ら
れ
た
り
.
而

τ



貝
殻
の
自
然
面
じ
存
在
せ
る
線
状
凹
凸
は
麻
減
せ
ら
れ
て
平
滑
さ
な
れ
り
。
唯
六
十
二
脱
例
に
於
て
は
、
其
前

牌

に

骸

入

せ

ら

れ

た

る

各

一

個

の

貝

輸

は

、

前

面

の

研

肝

不

充

分

な

り

し

た

め
、線
僚
が
残
存
せ
り
.
さ
れ
ざ
上

下
の
入
口
線
は
良
く
研
磨
せ
ら
れ
居
れ
り
。
余
等
が
接
見
せ
し
六
十
六
例
中
、
貝
輸
を
有
せ
し
は
九
例
(
三
十
個
)

な
り
。
雨
腕
に
俵
入
せ
し
貝
輸
の
数
は
左
表
の
如
し
。

【
備
考
】
第
二
十
八
競
例
に
は
大
な
る
よ
め
が
か
さ
貝
の
咲
部
や
切
リ
取
り
て
貝
輸
や
製
ぜ
る
も
の
尚
で
仁
り
。
此
人
骨
日
蹴
版
第
十
二
に
示
す
が
知
く
小
児
に

し
て
且
座
位
屈
葬
な
リ
。
貝
輸
は
前
鵬
骨
に
於
て
諸
品
H

聞
に
挟
ま
り
て
存
在
ぜ
り
。
但
骨
の
位
置
関
係
上
前
脚
骨
よ
り
脱
落
ぜ

L
も
の
に
非
ら
ず
。
多
分
泌
入
品
に

L
て
人
品
目
附
属
物
に
は
非
ら
ざ
る
が
如
し
。
さ

い
ご
貝
の
種
鰍
苫
し
て
は
珍
奇
な
る
も
の
な
る
の
み
な
ら
ず
、
著
し
く
小
形
な
り
。
の
て
主
(形
扶
余
ぜ
闘
版
第
二
ニ
に

揚
ぐ
。
叉
英
大
き
浴
衣
表
に
C
参
考
の
れ
め
示
し
出血
げ
り
。
第
四
十
二
娩
例
に
て
は
英
右
側
膝
節
闘
部
に
一
一
簡
の
貝
輪
わ
リ
し
も
附
回
劇
物
な
リ
や
否
や
陥
棋
は
し
き
が
放

に
計
敏
に
加
へ
?
の

左

腕

貝

輪

数

。

右

腕

貝

給

数

「

第

四

時

抗

】

川

片

同

ト

第

七

俊

一

手

三

貌

一

者

四

披
l
「

者

七

競
l
(
第
叶
八
時
抗
一
第
四
十
一
被
一
第
六
十
二
被

一
一
一
喜
一

。

貝

輸

の

大

さ

は

左

表

の

如

し

第第第
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門
備
考
】

二
個
以
上
一
腕
に
飯
入
ぜ
し
場
合
に
は
手
首
に
近
き
も
の
た
第
一
貝
輸
さ

L
、
之
れ
に
遠
ざ
か
る
に
従
び
て
第
二
・
第
三
等
さ
順
次
番
携
や
附
ぜ
リ
。

第
三
十
四
競
骨
に
て
は
右
腕
に
七
個
、
左
腕
に
八
個
の
貝
輸
ル
有
ぜ
リ
。
此
例
に
て
は
前
臓
骨
に
土
た
附
し
て
貝
輪
た
附
着
ぜ
し
ま
、
保
存
ぜ
し
が

放
に
、
貝
輸
の
一
部
の
み
計
測
ぜ
り
。
さ
れ
ど
国
各
同
大
な
る
貝
輪
た
多
数
値
叫
入
ぜ
る
の
み
な
り
。



表
仁
よ
り
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
・
下
入
口
部
の
大
き
は
各
例
殆
ん
ざ
同
一
に
し
て
、
左
右
径
約
二
寸
・
前
後

径

約

一

寸

五

分

な

り
J

』
は
手
首
を
挿
入
す
る
た
、
め
穴
の
大
き
を
一
定
す
る
必
要
あ
り
し
も
の
に
し
て
、
貝
輪

掃
入
が
各
例
略
同
一
年
齢
に
て
行
は
れ
た
る
確
謹
な
り
。
上
入
口
部
の
庚
さ
は
各
例
大
差
あ
り
。
之
れ
貝
輸
の

幅
じ
よ
り
て
異
な
る
が
た
め
な
り
。
貝
輸
の
幅
は
各
例
大
仁
異
な
り
。
最
大
な
る
も
の
は
前
部
の
幅
員
二
寸
仁

達
し
最
小
な
る
は
三
分
仁
過
ぎ
や
。
後
者
は
第
三
十
四
競
例
の
も
の
に
し
て
、
雨
腕
に
合
計
十
五
個
の
貝
輸
を

掃
入
せ
り
。
貝
輸
は
略
同
大
に
し
て
精
巧
な
れ
ざ
も
非
薄
な
り
.

【
備
考
】

以
上
述
ぶ
る
所
に
よ
り
て
明
か
な
る
が
如
く
、
腕
部
袈
入
用
の
腕
輪
の
下
入
口
部
の
大
き
は
一
定
ぜ
り
。
若
L
下
入
口
部
が
之
れ
よ
り
も
著
し
く
大
叉
は
小

な
Z
貝
輸
(
例
へ
ば
第
二
十
八
貌
の
小
貝
輸
)
(
間
版
第
十
二
参
照
〉
私
費
見
ぜ
ぱ
、
こ
は
怒
ら
く
腕
輪
の
目
的
に
て
製
造
ぜ
ら
れ
し
も
の
な
ら
ず
。
他
に
用
途
あ
る
筈

な
り
。
但
津
雲
貝
塚
以
外
に
於
て
も
然
る
や
否
や
今
後
の
研
究
や
要
す
。

叉
上
記
九
例
中
四
例
の
み
は
片
側
腕
部
じ
の
み
貝
輸
を
挿
入
せ
り
。
此
中
二
例
は
各
腕
の
み
に
右
一
個
、
一

例
は
左
腕
の
み
に
一
個
、
一
例
は
左
腕
の
み
じ
二
佃
を
入
れ
た
り
。
残
部
五
例
は
雨
腕
じ
貝
輸
を
挿
入
せ
る
も

此
中
コ
」
例
は
雨
腕
仁
各
一
個
、
一
例
は
南
腕
に
各
二
個
、
一
例
は
買
に
右
腕
仁
七
個
、
左
腕
仁
八
個
の
多
数
を
入

れ
た
り
。
同
一
例
に
於
げ
る
南
側
貝
輪
略
同
大
・
同
一
形
賦
な
り
。
従
て
営
時
の
風
習
ざ
し
て
雨
腕
に
同
敷
の
貝

輸
を
掃
入
せ
し
も
、
年
齢
の
長
や
る
に
従
ひ
て
破
砕
し
、
隻
・
腕
に
の
み
貝
輸
を
有
す
る
じ
至
り
し
も
の
な
ら
ん
。

さ
れ
ざ
特
殊
事
情
あ
り
て
、
故
意
に
一
定
時
期
に
貝
輸
を
打
破
る
習
慣
あ
り
し
や
も
知
る
可
か
ら
す
。
向
此
鈷

じ
就
き
て
は
整
骨
後
じ
報
告
す
可
し
。

二
個
以
上
貝
輸
を
挿
入
せ
し
例
仁
て
は
、
第
一
貝
輪
の
内
面
(
郎
上
面
)
芭
第
二
貝
輸
の
外
面
(
下
面
)
さ
は
相
密

接
す
る
も
の
さ
す
.
従
て
隻
腕
に
七
八
佃
の
貝
輸
を
掃
入
せ
し
も
の
に
在
り
で
は
、
腕
の
手
背
面
に
は
蛇
腹
じ

備
中
国
浅
口
郡
大
島
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津
雲
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
妖
態

四
八.

似

た

る

貝

輸

層

が

露

出

す

る

も

の

な

b
。
而
て
営
時
華
美
を
競
ふ
の
風
習
あ
り
し
こ
さ
は
.
甚
だ
太
き
貝
輪
(
第

三
十
七
競
の
貝
輸
は
幅
二
寸
な
り
)
を
挿
入
せ
る
か
.
又
は
多
数
挿
入
(
第
二
十
四
競
の
左
手
入
梱
の
貝
輸
の
手

甲
側
露
出
面
総
幅
は
二
寸
三
分
仁
達
せ
り
)
せ
し
例
あ
る
仁
よ
り
て
推
知
し
得
可
し
。

貝

輸

を

有

せ

る

例

に

は

杭

々

他

種

附

属

品

あ

り
J

即
第
二
十
三
競
は
同
時
に
下
記
腰
部
附
属
品
を
有
し
、
又

三

十

四

競

に

て

は

多

数

貝

輸

の

外

鹿

角

製

耳

飾

り

を

有

せ

h
。
是
等
は
高
貴
の
地
位
に
あ
り
し
か
、
又
は
特
に

華

美

を

好

み

し

者

な

る

ぐ

し

。

若
し
現
今
日
本
人
が
云
ふ
所
の
美
を
標
準
さ
し
.
骨
幡
に
よ
り
て
此
雨
女
性
例
の
顔
貌
を
判
断
せ
ば
、
鼻

低
く
且
第
二
十
三
競
は
可
な
り
の
出
歯
な
り
、
美
人
の
部
仁
は
入
り
難
し
。

門
第
一
ニ
〕

鹿

角

製

耳

飾

河

内

国

園

府

遺

跡

よ

り

は

石

製

及

土

製

耳

飾

を

多

数

稜

見

せ

る

に

拘

ら

や

。

津

雲

貝

塚

よ

り

は

此

種

遺

物

の

接

見

稀

れ

な

る

は

注

意

す

可

き

こ

さ

な

り

。

此

種

小

形

遺

物

は

注

意

し

て

稜

掘

す

る

に

拘

ら

や

吾

人

の

眼

を
逸
し
去
る
も
の
な
り
さ
費
し
〈
、
耳
飾
は
洗
骨
及
整
骨
に
際
し
て
、
頭
骨
に
附
着
せ
る
土
塊
中
よ
り
費
見
せ

ら
る
。
余
は
大
串
氏
を
訪
問
せ
し
際
、
同
氏
は
津
雲
貝
塚
接
見
品
な
り
さ
て
余
に
耳
飾
を
示
せ
り
。
(
第
七
圃
)
業
形

版

下

記

の

品

仁

類
似

し

、

同

氏

も

頭

骨

を

洗

株

す

る

の

際

顕

額

骨

の

外

面

仁

於

て

同

骨

頗

「

h

=

ゆ

骨

突

起

の

内

部

に

存

せ

し

土

中

よ

り

稜

見

せ

し

も

の

な

り

さ

云

へ

え

4」
¥

J

P

=

圃

余

等

が

接

見

品

は

第

三

十

四

競

の

左

耳

仁

存

在

し

居

り

た

る

も

の

仁

し

て

、

顧

顕

骨

の

み
f
に

一
μ
鼓

室

部

外

側

に

於

て

同

骨

の

額

骨

突

起

々

部

じ

密

着

せ

る

土

中

よ

り

接

見

し

費

掘

時

仁

f
l悼
1
1
E
t
Z
I
l
l
-』
t
l

‘、
P
4

は
気
付
か
ぎ
り
し
ち
整
骨
の
目
的
に
て
洗
骨
せ
し
際
費
見
せ
し
も
の
な
り
。
貫
大
闘
を
一
不
せ



る
故
に
寸
法
を
記
せ
十
。
平
板
な
れ
ざ
も
鹿
角
皮
質
を
使
用
せ
し
た
め
、
自
然
面
に
活
ひ
て
稿
轡
曲
せ
り
。
轡
入

面
は
内
側
(
顧
顕
骨
面
)
じ
向
ひ
、
突
出
面
は
外
側
に
向
へ
り
。
上
方
中
央
部
仁
一
個
の
切
り
込
み
あ
る
が
た
め
、
上

h
d

j
込
1

A
i

a
J

吋

v

r
pド
同
LF

(三話坦
③ 

長
谷
部
博
士
棋
院
見
鹿
角
製
装
飾
品

〔
第
四
〕

鹿

角

製

腰

部

出

土

品

側
一
仁
向
ひ
て
二
脚
を
生
体
7
9。
外
面
よ
り
検
す
る
じ
前
脚

、 ~itt:-}
、F

は
後
方
に
向
ひ
て
轡
曲
し
、
其
端
は
尖
れ
り
。
又
前
方
に
浅

き
一
僚
の
切
り
込
み
あ
り
。
後
脚
は
真
直
な
れ
ざ
も
、
後
端

第

部
仁
近
く
一
僚
の
横
線
あ
り
。
全
睦
は
角
張
ら
ざ
る
四
角

入

形

な

れ

ピ

も

鹿

角

製

釣

針

を

強

〈

屈

曲

せ

し

め

た

る

が

画
如
き
形
献
を
呈
せ
り
。
裏
面
の
形
肢
も
外
面
さ
略
相
等
し
.

8

此

遺

物

は

小

形

な

る

貼

古

前

脚

の

形

放

さ

に

於

て

大

町
串
氏
例
ぜ
異
な
れ
ぜ
も
、
河
内
因
園
府
接
見
の
石
製
決
さ

其
形
般
に
於
て
共
通
の
も
の
な
り
。
唯
津
雲
貝
塚
よ
り
は

未
だ
石
製
品
を
費
見
せ
ざ
る
の
み
な
り
。

(A) 

此
類
の
も
の
は
三
例
を
獲
た
り
。
固
版
仁
全
部
賀
大
仁
示
し
た
る
を
以
て
大
き
を
特
記
せ
ぎ
る
可
し
。

成
年
屈
強
な
る
男
子
(
第
三
就
骨
)
の
右
側
腰
骨
上
前
椋
上
方
の
土
中
に
費
見
せ
り
。
圃
版
第
四
闘
中
の

向
て
右
側
の
品
は
余
等
が
費
見
品
な
り
。
之
れ
さ
略
同
大
・
同
一
形
肢
の
も
の
は
同
地
松
枝
惣
十
郎
氏
が
費
見

せ
り
。
請
ふ
て
比
較
の
た
め
同
闘
向
て
左
側
に
置
け
り
。
松
枝
氏
の
も
の
は
外
部
に
彫
刻
を
見
令
。
さ
れ
ざ
余
等

の
ロ
同
は
一
端
の
紐
通
し
穴
が
破
損
し
居
れ
ざ
、
松
枝
氏
減
品
は
紐
通
し
穴
が
能
〈
認
め
ら
る
。

備
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津
雲
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
状
態

五。

此
角
器
は
全
耀
く
字
形
を
呈
し
、
外
面
は
美
麗
に
磨
か
れ
た
り
。
雨
脚
の
屈
曲
部
に
は
図
を
中
心
部
じ
置
き

日

の

九

に

似

た

る

放

射

線

を

彫

刻

せ

b
。
線
は
一
側
に
於
て
八
僚
、
他
側
に
十
一
僚
を
刻
せ
り
。
一
脚
の
端
部
は

尖
L

リ
、
他
脚
の
端
部
に
は
紐
通
し
穴
ゐ

b
。
内
面
郎
角
髄
面
は
深
く
堀
込
ま
れ
て
溝
を
生
体
了
り
。
(
第
四
国
3
)

(
日
)

屈
強
の
成
年
男
子
の
薦
骨
後
部
仁
密
接
し
て
(
正
中
線
よ
り
少
し
く
左
側
に
偏
し
)
接
見
せ
ら
れ
た
り
。

(
第
五
十
三
競
骨
)
前
者
の
類
品
な
れ
ざ
も
大
形
じ
し
て
此
種
遺
物
中
の
絶
品
な
り
。
二
個
の
紐
通
し
穴
ゐ
り
。
穴

の
方
向
は
相
互
直
角
に
存
す
。
一
端
の
穴
が
少
し
く
快
損
せ
る
の
み
な
り
。
外
面
は
磨
か
れ
、
裏
面
は
割
り
凹
ま

れ
し
こ
さ
前
例
に
等
し
。
奇
妙
な
る
形
肢
を
呈
し
、
側
面
よ
り
す
れ
ば
幾
分
鶏
の
頭
仁
類
似
せ
り
。
(
第
五
園
5
)

(C) 
腕
仁
一
個
の
貝
輸
を
有
せ
る
成
年
女
子
(
第
二
十
三
競
骨
)
の
第
三
腰
椎
骨
髄
部
に
密
接
し
て
出
土
せ

り
。
闘
版
第
十
に
て
は
撮
影
の
都
合
上
此
物
を
脊
椎
骨
髄
部
の
前
面
に
置
き
た
れ
ず
も
、
質
際
は
左
側
に
密
接

し
て
位
置
し
、
韓
部
さ
此
品
の
長
軸
さ
は
平
行
し
居
た
り
。

此
品
は
一
見
矢
筈
に
似
た
り
。
国
柱
形
仁
し
て
中
空
な

b
。
下
端
よ
り
深
き
切

b
込
み
あ
り
。
切
り
込
み
の
存

す
る
方
を
骨
格
の
下
方
(
骨
盤
の
存
す
る
方
向
)
に
向
け
た
り
。
外
面
は
滑
か
に
研
磨
せ
ら
れ

τ
簡

車

な

る

彫

刻

線
あ
り
。
(
第
四
国
2
)

以
上
三
品
は
執
れ
も
紐
通
し
穴
ゐ
り
て
、
下
腹
部
又
は
腰
部
に
接
見
せ
ら
る
。
恐
ら
く
用
途
に
於
て
共
通
の

も
の
な
る
ぺ
し
。
長
谷
部
氏
も
第
二
回
費
掘
の
際
類
品
二
箇
を
接
見
せ
り
。
一
第
八
闘
)

〔
第
五
〕

石

製

頭

飾

第

二

十

八

競

骨

洗

骨

の

際

其

の

頭

部

さ

思

は

る

、

所

よ

R
黄
緑
色
石
製
小
玉
七
箇
を
稜
見
し
た
り
。
圃
版

に
其
の
賞
大
を
示
し
た
る
が
、
石
質
は
蛇
紋
岩
じ
し
て
竿
透
明
な
り
。
其
の
穿
孔
法
は
一
方
は
大
に
、
他
方
は
小



な
る

y
t、
石
器
時
代
の
曲
玉
吉
相
同
じ
く
、
又
た
製
作
に
稿
々
角
張
り
た
る
慮
あ
る
を
見
る
。
恐
く
は
純
ケ
遇

じ

て

此

の

可

憐

な

る

小

児

五

歳

位

の

頭

部

を

飾

り

た

る

憧

埋

葬

せ

る

な

る

可

し

。

(四)

人
骨
各
部
の
相
互
的
位
置
及
埋
葬
方
位
。

津
雲
人
骨
は
規
則
正
し
さ
は
云
ひ
得
ぎ
る
も
、
多
少
列
を
成
し
て
埋
葬
せ
ら
れ
居
る
こ
さ
は
、
人
骨
分
布
岡

じ
よ
り
て
明
か
な
り
。
而
て
埋
葬
の
位
置
及
方
向
に
も
多
少
の
規
定
あ
り
。
今
之
に
つ
き
て
少
し
く
遁
ぷ
可
し
。

〔
第
二

身

躍

の

前

面

が

向

へ

る

方

向

仁

よ

り

て

分

類

す

る

時

は

、

津

雲

人

骨

は

大

多

数

じ

於

て

仰

臥

葬

な

λ

リ
、
郎
背
部
を
下
に
し
樺
の
前
面
を
天
に
朝
せ
り
。
さ
れ
ざ
仔
細
に
検
査
す
れ
ば
脊
柱
は
必
ら
十
し
も
常
に
水

卒
じ
存
せ
十
し
て
、
上
竿
身
は
下
宇
身
よ
り
僅
か
に
上
位
さ
な
れ
る
司
』
さ
多
し
。
こ
れ
種
々
の
程
度
仁
於
て
顔

面

部

を

下

方

仁

屈

せ

し

め

し

が

た

め

な

り

(

例

に

よ

っ

て

は

後

頭

部

乃

至

頭

部

に

石

を

庇

き

あ

る

こ

さ

低

過

の
如
し
)
唯
三
例
の
み
座
葬
な
り
(
第
八
競
・
第
二
十
八
競
・
第
五
十
五
耽
)
郎
頭
部
を
上
に
し
、
骨
盤
を
下
じ
し
‘
諸
閥

節
は
屈
曲
せ
り
。
又
仰
臥
例
に
て
も
多
少
横
位
を
取
れ
る
こ
さ
あ
り
。
第
二
十
九
競
例
に
て
は
左
側
を
下
仁
し

第
五
十
二
競
例
仁
て
は
右
側
を
下
に
せ
り
。
但
轟
報
告
第
十
八
競
例
は
ざ
完
全
な
る
横
位
に
存
せ
や
九

身
韓
各
部
の
位
置
閥
係
よ
り
論
守
れ
ば
、
屈
葬
最
も
多
く
、
仲
展
葬
は
唯
二
例
の
み
な
り
。
而
て
伸
展
葬
が
屈

葬

よ

り

も

古

き

時

代

に

行

れ

た

る

ι
さ

も

あ

り

さ

云

ふ

事

買

を

提

供

せ

る

は

奇

な

句

さ

謂

ふ

可

し

。

伸
展
葬
は
二
例
共
頭
部
を
南
又
は
東
南
さ
せ
リ
ノ
。
之
れ
津
雲
貝
塚
仁
は
稀
れ
な
る
こ
さ
な
り
。
然
も
二
例

共

骨

質

の

不

良

な

h
し

は

遺

憾

な

り

。

第

三

十

五

競

に

て

は

闘

版

第

十

四

に

示

す

如

く

明

か

に

雨

側

下

肢

を
伸
展
し
、
雨
上
肢
亦
伸
展
し
て
、
仰
臥
の
位
置
じ
て
気
を
付
け
の
姿
勢
を
取
れ
り
。
第
四
十
三
披
は
岡
版
第

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
人
骨
報
告

ヨ1



津
雲
貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
欣
態

五

十

五

の

如

く

第

四

十

一

競

の

震

に

胴

部

を

切

断

せ

ら

れ

た

れ

ざ

葉

雨

却

は

前

例

同

様

じ

仲

展

せ

ら

れ

た

り
(
大
腿
骨
は
快
〈
も
腔
骨
の
位
置
よ
り
見
れ
ば
伸
展
葬
な
り
)
但
本
例
上
肢
の
位
置
は
切
断
せ
ら
れ
た
れ

ば
明
か
じ
知
る
由
無
け
れ
ざ
も
、
右
側
上
肢
は
肘
関
節
に
於
て
軽
く
屈
曲
せ
り
。
故
じ
不
全
伸
展
葬
な
り
。
而

し

て

第

四

十

三

競

は

第

四

十

一

競

の

居

葬

時

よ

り

も

古

く

埋

葬

せ

ら

れ

し

も

の

な

る

こ

さ

既

惑

の

如

し

。

屈
葬
は
四
肢
の
大
開
節
を
屈
曲
せ
し
め
て
極
め
て
窮
屈
な
る
位
置
を
ざ
る
も
の
な
り
。
屈
曲
す
可
き
主
要

関
節
は
(
ご
胸
部
よ
り
頭
部
に
亘
れ
る
脊
椎
(
二
)
上
肢
、
殊
仁

肩

及
肘
関
節
(
三
)
下
肢
、
殊
に
腰
及
膝
関
節
な
り
。
脊
柱

の
前
屈
は
計
敷
的
じ
は
云
ひ
現
は
し
難
し
。
さ
れ
ざ
出
土
寓
異
版
じ
て
見
る
が
如
く
、
顔
面
は
種
々
の
程
度
仁

於
て
身
鰻
の
下
前
を
向
へ
り
。
さ
れ
ど
蹴
越
せ
る
が
如
く
頭
蓋
骨
の
死
後
轄
位
あ
る
が
故
に
、
確
な
る
原
位
置

を
決
定
す
る
こ
さ
往
々
困
難
な
り
。
従
て
表
示
を
略
せ

b
。

顔
面
部
は
時
ざ
し
て
前
面
を
向
か
や
し
て
側
面
に
向
へ
る
こ
さ
あ
り
。
之
れ
亦
元
来
斯
く
あ
り
し
ゃ
、
或

は
死
後
の
位
置
獲
動
な
り
し
ゃ
判
明
せ
ぎ
る
こ
さ
多
パ
レ
。

四
肢
大
関
節
の
屈
曲
は
略
原
位
置
を
認
め
得
可
し
。
メ

1
ス

(vrε
氏

は

瑛

及

石

器

時

代

墳

墓

接

掘

記

事

に

於

て

人

骨

の

位

置

を

或

部

位

じ

て

は

著

し

く

細

別

し

て

記

載

せ

る

も

、

屈

曲

の

程

度

仁

於

て

細

別

す

る

こ

さ

は

徒

ら

に

繁

雑

を

増

す

の

み

な

る

を

以

て

、余

は

各

例

に

つ

き

究

の
分
類
法
に
よ
り
て
記
載
す
ぺ
し
。
位
置
開

係
は
第
九
固
さ
劃
照
あ
り
た
し
。

肩
関
節
じ
就
き
で
は
記
載
す
る
の
必
要
無
し
。
之
れ
肩
関
節
は
常
に
強
く
屈
曲
し
上
勝

骨

は

胸

側

に

沿

ひ

て
存
在
す
る
が
た
め
な
り
。

肘
関
節
じ
就
き
て
は
究
の
如
し
。
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前

時

骨

が

上

牌

骨

上

じ

存

在

し

雨

者

の

角

@
附
・
・
切

度
零
に
近
、
き
も
の
あ
り
。
表
に
は

o
t
記
す
可
し
。

(
b
)
 

上

牌

骨

に

劃

し

て

前

腺

骨

が

九

十

度

以

下

の
屈
曲
位
置
仁
在
る
こ
さ
あ
り
。
之
れ
を
表
中
に
八
き
。
さ

記
す
。
角
度
の
小
な
る
場
合
ほ
ど
手
は
顎
に
接
す
。
例

仁

よ

り

で

は

上

下

雨

顎

骨

間

の

口

中

に

相

営

す

る

部
分
じ
指
骨
あ
る
こ
さ
あ
り
。
角
度
の
大
な
る
程
手

は
下
仁
在
り
て
、
南
側
前
鵬
は
胸
部
に
て
交
叉
す
。
此

場
合
右
腕
を
上
仁
せ
る
こ
さ
め
り
、
叉
下
に
せ
る
こ

ぜ
あ
り
。
斯
か
る
小
差
は
表
中
に
掲
載
せ
北
九

(
C
)
 

前

脚

骨

が

肘

閥

節

じ

て

約

九

十

度

じ

屈

曲

せ
る
場
合
あ
り
。
表
仁
は
き
。
さ
記
せ
り
。

上

牌

骨

さ

前

牌

骨

聞

の

角

度

が

九

十

度

以

d 
上
の
場
合
に
は

v
g。
さ
記
せ
り
。
角
度
が
大
な
る
さ
共

に
手
は
骨
盤
上
に
現
は
る
。
雨
腕
が
此
位
置
を
執
る

場

合

に

は

左

右

腕

の

説

れ

か

一
方
が
上
位
じ
在

h
ノ
@

( 

e 

肘

関

節

が

殆

ん

ざ

伸

展

せ

る

場

合

に

は

-g。
さ
表
記
せ
り
。
此
場
合
じ
は
前
膝
骨
は
骨
盤
の
外
側
に
位

一
部
が
存
在
す
る
事
あ
り
。

置
す
れ
ざ
も
、
時
さ
し
て
鰹
の
後
側
じ
存
し
、
腰
椎
又
は
薦
骨
後
部
に
前
購
骨
の

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
薄
雲
貝
塚
人
骨
報
告

五



湾
壁
面貝
塚
に
於
げ
る
人
骨
出
土
状
態

第

九

闘

B

腰

関

節

風

前

倒

手j・-j宇
ゑVt

一e・
5MM小

五

四

同

様

仁

膝

関

節

仁

於

て

も

大

腿

骨

が

脊

柱

の

長

軸

じ

封

し

τ

挟

む

角

度

に

よ

り

て

A 

九

十

度

以

下

の

種

々

の

角

度

な

れ

ば

〈

8
0
さ
記
す

(B) 
略
直
角
な
れ
ば
き
。

さ
記
し

C 

V
。。。

九

十

度

以

上

の

場

合

に

は

さ
記
し

D 

伸
展
し
て
略
二
直
角
を
成
す
場
合
に
は
お
。
。
さ
記
す
。

膝

関

節

に

て

も

腔

骨

が

大

腿

骨

に

罰

し

て

挟

む

角

度

仁

よ

り

て

直

別

す

る

時

に

は

(
イ
)

最
多
く
の
場
合
に
は
九
十
度
以
下
な
り
。
之
れ
を
八
き
。
さ
記
す
.

九

十

度

以

上

の

場

合

に

は

v
g。
さ
記
す
。

二
十
四
競
例
}
膝
関
節
は
強
〈
屈
曲
し
、
膝
関
節
が
二
直
角
に
伸

( 

_，、
) 

伸
展
葬
の
場
合
に
は
二
直
角
を
成
せ
り
。
稀
れ
に
は
(
第

展
せ
る
場
合
あ
り
。
軌
れ
も
昆
。
。
さ
記
す
。

此

他

雨

側

膝

閥

節

の

距

離

及

雨

足

の

匝

離

に

差

あ

る

場

合

あ

b
。
さ
れ
ざ
下
肢
骨
は
往
々
横
臥
れ
ざ
な
り
居
る
た
め
総
て

の
例

を

通

じ

て

阪

分

し

得

ら

れ

ぎ

る

に

よ

り

表

に

は

記

入

せ

ゃ
。
認
め
得
る
例
の
み
じ
就
き
て
記
せ
ば
左
の
如
し
。

(I) 
南
例
膝
閥
節
が
離
れ
て
、
雨
足
の
離
れ
居
る
場
合
は
第



第

九

闘

C

人
骨
腰
関
節
屈
曲
園

備
す

-mw

III 

@
i瓜
酬
州

I 

十
競
・
第
十
二
競
・
第
四
十
競
・
第
四
十
一
蹴
・
第
四
十
四
競
・
第
六
十
就
・
第
六
十
一
蹴

-
第
六
十
五
競
な
り
。

(E) 
雨
側
膝
開
簡
が
離
れ
て
雨
足
が
近
接
せ
る
場
合
は
、
第
二
競
・
第
六
競
・
第

二
十
三
競
・
第
三
十
競
・
第
三
十
二
競
・
第
五
十
競
・
第
五
十
六
競
な
り
。

E
 
雨
側
膝
開
節
が
近
接
し
、
雨
側
が
離
れ
居
る
場
合
。
若
く
は
雨
側
膝
関
節

が
近
接
し
且
雨
足
が
近
接
せ
る
場
合
は
、
第
三
競
・
第
四
競
・
第
十
三
競
・
第
二
十
五

競
・
第
二
十
七
競
・
第
三
十
四
就
・
第
三
十
七
競
・
第
四
十
二
競
・
第
五
十
三
競
・
な
-
h
e

【
備
考
】

-次
表
中
不
明
言
託
ぜ
る
も
の
民
多
く
の
場
合
に
於
て
該
部
の
四
肢
骨
が
存
在
ぜ
ざ
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ざ
業

他
の
揚
令
(
第
二
十
一
披
・
第
二
十
二
披
・
第
四
十
五
披
・
第
四
十
八
時
蜘
・
第
四
+
九
時
抗
・
第
六
十
六
時
抗
〉
に
は
甚
に
幼
小
な

ろ
小
児
な
り
。
斯
か
る
例
に
て
も
通
常
大
人
に
於
げ
る
知
〈
仰
臥
風
葬
な
り
。
唯
化
品
目
線
が
存
在
し
四
肢
骨
が
散
飢
ぜ

るわ
h

め
、
四
肢
骨
相
互
の
角
度
存
知
ろ
に
苦
し
み
れ
る
に
よ
り
省
国
各
ぜ
る
も
の
さ
す
。

表
じ
譲
り
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
、
既
記
全
身
大
関
節
が
高
度

の
屈

曲

を

示

せ
る
は
唯
二
例
(
第
四
十
二
競
及
第
六
十
一
競
)あ
る
に
過
ぎ
ーや
。自
僚
の
例
に

τ

は

大

関

節

の

多

数

は

屈

曲

の
位

置

仁

在

れ

ざ

も

閥

節

の

少

数

は

伸

展

位

置

又

は

仲

展

じ

近

き

位

置

に

在

九

諸

闘

節

中

に

て

肘

闘

節

は

最

も

多

く

の

例

仁

於

て
伸
展
し
、
腰
関
節
之
れ
じ
究
げ
り
。
之
れ
に
反
し
て
肩
関
節
は
常
に
屈
位
を
一
不

し
、
膝
関
節
は
全
例
中
唯
二
例
を
除

く

の
外
は
屈
曲
せ
り
。
膝
関
節
の
伸
展
せ
る

こ
例
は
伸
展
葬
(第

三

十

五

競

及

第

四

十

三

競
)な
り
。
残
り

の

一
例
は
注
意
を
要

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
人
骨
報
告

五
五
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く900 900 >90。く90。 く98く900
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仰屈臥

仰 仰
仰屈臥
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仰屈臥
仰 不

住居葬 屈葬臥
臥

屈臥 屈臥 臥
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屈葬明 葬 葬 葬 葬 葬 葬 明 葬 明

北東 不 北 不

草原γ 酋東

北東 西南 不 東 ヰ頭，hb 、

頭T 実商

不
東南 北東東

不，個、

E、西夏J 

頭γ 西南

、頭_， ii買、
頭Y 喜 4面T 商b 

明 南 明

西南
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見骨 見骨 霊見に の
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骨れ

部分
ぜ
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備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
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人
骨
報
管

五

七



第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
四 四 四 四 一 一一四 一 一 一十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一
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ム
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。。 >900 0。 900 >900 <'加わ 900 >900 >900 180。く90。く9001800 不
1800 

明. 
不 不

。。 。。 >900 >900 1800 900 く900>900 1800 90。 。o >900 >90 
明 明

不 不
900 く900<900 90。く900く900 900 >900 1800 <90。く900 90。 く900

明 明

不 不
>90。 く900く900 900 く900<900 900 >900 1800 <900く900く900 く900

明 明

不
く900180。く90。 く900く90。く900<90。く900<900 1800 <900くilO。く900 く90。

明

不
く900180，0 <90。く900く900<90。く900く90。く9001800 <90。く900く90。 <900 

明

仰 仰 仰 仰 仰 仰 仰 仰 仰 仰 仰 仰

屈

仰
臥

仰

葬
屈
臥

伸
毒臥
展
事

葬
屈
臥

屈
臥

屈
葬

臥 . 
屈
臥

風
葬

臥 臥

葬

臥
風 員毒臥

事

臥 臥
風

臥
屈
葬

思 屈
葬葬 葬 葬 葬 葬

吏
顧

了
西

南

東
南

東 東
南

北 東 北
北 北

東 南
南

東 東
南

事

西
北

東
南
門

不 北
北
東頭

〆、西m

向

d

、 〆頭
町、

東
南

〆頭

西

、町
J

、

西

r

頭、

h

ー'

、 東 頭
γ 

西
，句、

、_，
頭、西ー〆

南
'‘、

，問、

頭γ 南南
頭γ 北~b 西頭、ー'

明

西南
北 北

西
西 西 北 西 百

一 一 一 一 一 一 九 一 一 一 一 不 一一 一 一 一
尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺 尺
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五
凶 ~!j 四 ~g 悶
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競

五
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不 不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
く900 1800 >900 。。

明 明 明 明 明 明 明 明 明 明 明

不 不 不 不 不 不 不 不 不 不
180。 >900 >900く90。 。。

明 明 明 明 明 明 明 明 明 明

不 不 不 不 不 不
く900 900 >900 <900 >900 <900く900 <900 く900

明 明 明 明 明 明
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頭
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東
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見骨 見骨の 骨 ぜ
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の
骨

備
中
岡
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
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骨
報
告

五
九
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不 不
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明 明

不 不
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明 明

不 不
>(l0。 900 <900く900<90。

明 明

不 不
>900 900 く900く900く90。

明 明

不 不
く900 く900<900 <900く90。

明 明

不 不
く900 <90。く900く900く900

明 明

不 仰 不 仰 仰 仰 仰

屈
臥

屈
臥

屈
臥

屈
臥

屈
臥

明 葬 明 葬 葬 葬 葬

不 東 不 東 東
南

東
東
南

東

北
東

頭
r

、』ヘ
" 

頭，、旬h，、 ，園、

頭、J

頭、西回〆
頭r西、.hJ、

明 商 明 西
西
北

西
西南

北

i¥ 八 一 一一 一 一 一
尺 Fと 尺 尺
五二 七 ヨ王

寸 す τf τr 寸 寸 尺

散脅し見
骨 ぜ

る
討?
骨

す
る
も
の
に
し
て
(
第
二
十
四
競
)
右
脚
は
立
て
膝
仁
し
て
普
通
の
如
く
屈
曲
せ
る
じ
拘
ら
十
、
左
脚
の
み
腰
開

節

じ

於

て

強

く

屈

曲

し

、

膝

関

節

は

伸

展

せ

り

。

之

れ

が

た

め

左

側

下

肢

は

左

側

胴

上

に

在

り

て

左

肩

足

骨

を

出
せ
り
。
奇
妙
な
る
位
置
さ
謂
ふ
可
し
。
故
意
に
斯
か
る
位
置
を
取
ら
し
め
た
る
や
、
勝
た
元
来
南
側
共
立
て
膝

な
り
し
も
の
が
埋
葬
時
の
不
注
意
に
因
り
て
、
一
脚
伸
展
せ
し
も
の
な
り
や
明
ら
か
な
ら
や
。

南

側

上

肢

及

下

肢

大

関

節

の

屈

曲

度

は

多

く

め

場

合

、

同

一

例

仁

て

は

略

劃

照

的

な

り

。

さ

れ

ざ

多

少

屈

曲

度
を
異
じ
せ
る
も
の
も
多
し
。
こ
は

一

々

百

分

比

例

に

て

示

す

程

の

事

に

も

あ

ら

や

、

前

表

を

注

意

せ

ら

る

れ

ば

明

瞭

な

り

。

さ

れ

ど

此

事

買

は

四

肢

及

頭

部

を

強

く

屈

曲

せ

し

む

る

事

に

就

き

て

、

営

時

の

人

民

が

甚

だ

し

く

巌

重

な

る

注

意

を

梯

ひ

た

る

も

の

に

非

ら

令

し

て

、

死

屍

が

略

屈

曲

せ

る

姿

勢

を

さ

る

の

み

に

て

満

足

せ

し
こ
さ
を
示
す
も
の
な
り
。
従
て

一

閥

節

の

屈

曲

朕

態

じ

多

少

の

差

異

あ

り

芭

す

る

も

、

之

れ

が

直

も

じ

意

味



あ
る
も
の
さ
は
思
惟
し
得
点
γ
。

〔
第
二
〕

前

表

に

よ

り

て

明

ら

か

な

る

が

如

く

津

雲

人

骨

は

多

少

定

ま

れ

る

方

向

を

頭

位

ざ

し

て

埋

葬

せ

ら
れ
た
り
。

余
等
は
人
健
長
軸
の
方
位
を
計
測
す
る
仁
際
し
、
胸
部
脊
柱
の
方
向
に
て
決
定
せ
し
場
合
多
し
。
さ
れ
ざ

之
れ
仁
よ
り
て
五
度
・
十
度
の
偏
差
を
求
む
る
こ
さ
は
無
意
味
な
り
。
何
さ
な
れ
ば
軟
部
腐
朽
後
の
鍵
動
に

よ
り
て
、
脊
柱
は
屡
異
常
仁
屈
曲
し
、
脊
柱
の
異
位
置
を
正
確
仁
決
定
し
難
き
・
』
さ
多
け
れ
ば
な
り
。
従
て
・
脊

柱
の
方
向
の
大
略
を
求
め
て
之
れ
を
比
較
す
る
の
外
無
し
。
而
て
表
に
於
て
東
(
頭

)l
西

さ

記

せ

る

場

合

に

は
束
は
頭
部
に
し
て
西
は
下
鯉
の
存
在
せ
る
方
向
な
り
。

今
埋
葬
方
向
の
明
瞭
な
る
五
十
四
例
に
つ
き
で
研
究
す
る
に
、
大
多
数
は
(
四
十
八
例
)
は
東
南
よ
り
東
を
合

み

て

北

に

至

る

方

向

じ

頭

部

を

向

け

た

り

。

北

々

西

よ

り

西

を

合

み

て

南

々

東

に

至

る

方

向

に

頭

を

向

け

た

る

も

の

は

僅

か

に

六

例

あ

る

の

み

。

殊

じ

西

々

北

よ

り

西

々

南

の

方

向

を

枕

さ

せ

し

も

の

は

途

じ

費

見

せ

ぎ

り
き
。
此
中
西
南
よ
り
南
乃
至
南
々
束
の
方
向
の
も
の
は
割
合
に
多
数
「
五
例
)
あ
り
。
市
て
比
較
的
古
き
埋
葬
法

さ
思
考
す
ぺ
き
伸
展
葬
の
二
例
共
(
第
三
十
五
競
及
第
四
十
三
競
)
南
を
枕
さ
せ
る
は
注
目
に
値
す
。

東 東 東 頭

部

東 の

方

北 ヰb 向

十 四 十 例

一
例 例 例 数
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五 十
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、畿d 

、、、J
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十 F、

備
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浅
口
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大
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村
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告
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r第-、第r町、
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(第波) 一一
三第 十十
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貌三

f第「 〆第ヘ
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三四
十十

十四 九二

ー十 続、、J 殺、_.
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第第 五四

ムノ、 ムノ、 十十
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披波
(第披) 
五 r第h、

十五
六十
銃三
) 盟主

ホ

* 

* 

ネ

* 

* 

本

* 

* 

* 

以

上

越

ぷ

る

所

仁

よ

り

余

等

は

仰

津

雲

人

骨

は

石

器

時

代

の

も

の

じ

し

τ、
貝
暦
よ

り

出

せ

る

遺

物

使

用

る

線

上

じ

列

を

成

す

せ
ら
甘
い
た
る
こ
さ
‘
間
不
規
則
な
れ
ざ
も
各
死
韓
は
東
西
或
は
束
北
よ
り
西
南
じ
引
け

の

傾

向

あ

り

。

且

死

鰻

の

頭

部

を

主

さ

し

て

束

位

さ

せ

し

こ

さ

例

大

部

分

は

屈

葬

な

れ

時

期

中

仁

漸

究

埋

葬

ざ

も

稀

れ

に

伸

展

葬

あ
り
。
且
伸
展
葬
は
屈
葬
の
或
者
よ
り
も
古
か
り
し
こ
さ
、
向
死
瞳
の

一

部

は

棺

又

は

櫛

に
納
め
ら
れ
、
後
者
は

土
製
(
土
棺
)
の
も
の
さ
木
製
の
も
の
さ
ゐ
り
し
こ
さ
、
問
死
者
じ
劃
し
て
矯
火
の
風
習
あ



h

リ
、
又
死
屍
に
劃
し
て
置
石
の
俗
あ
り
し
こ
さ
。
納
入
膿
装
飾
品
を
費
見
す
る
も
、
死
者
に
罰
し
て
特
じ
多
数
の

副

葬

品

を

提

供

す

る

風

習

無

か

り

し

こ

さ

、

何

営

時

じ

於

て

装

飾

品

の

華

美

を

競

ふ

風

あ

り

し

こ

さ

等

を

遁

ぺ
た
り
。
石
器
時
代
人
民
に
多
少
め
宗
教
心
(
殊
じ
太
陽
崇
拝
)
吉
之
・
れ
に
伴
へ
る
死
者
に
劃
す
る
儀
式
あ

h
し

こ
さ
推
測
し
得
ら
る
可
し
。

(
大
正
九
年
二
月
末
日
股
稿
)

備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
浄
雲
貝
塚
人
骨
報
告

ム，、
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